
第 7回全国バズ学習研究集会
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◎ 学 習 指 導 (中 学校)

1.学 習に意欲 的 に とりくむ

集団 づ くり

2・ 探究 を進める学習

3。
:別  冊

4.パ ズ学 習の輪 を ひ ろげ る ため に

一
‐
子どもたちの変容を求めて 一

5。 「 学習する集団J

形成 実践 上の諸 問題

◎ 生 活 指 導  (中 学 校 )

1。 別  冊   '',   …

2.自 己指 導 の態度形成 を
め ざす生活指導

3,望 ましい人間 関 係 を育 て る
バズ 学 習 の実践 につ い て

一―地域ぐるみのとりくみの中でひとりひとりの学力を伸ばす

次 撃…… 響

豊川市 立代 田中学校
平 尾

尼崎 市立 日新中学校
皆 川 筍 三

新潟市立松浜 中学校
大 竹 敏 夫
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兵庫 県 飾磨郡夢 前町

鹿 谷 中学校
小 林  昌 義

新潟市立曾 野木 中学校
松 本 欣 一

4.生 活 指 導 の 実践
T‐ 行事へのとりくみ 一―



◎ 校 外 ・ 地 域 (小 。中学校)

1.創造力を高めるバズ学習 …… …    広 島県豊 田郡豊浜町

豊浜中
五

校
根  正 純

2.地域 社会 と結ぶ

全体 的バズ教育体制
兵 庫県姫路市立高丘 中学校

浜  田   宏

伊 勢 田 耕 一

3.別  冊  ……………… ………………  ….  春 日井 市知多中学校

4.父母 と共に成長する      …  … 長崎県西彼杵 郡多良見町
バズ学習の実践 と計画            喜々津中学校

5。 部落バズ学習の実践           新潟市立曾野木中学校
野 上 弥 作

◎ ノ
lヽ 学 校 の 部

1.別  冊    …       …    滋賀県五個荘小学校

2。 読解学習におけ るひとりひとりの   .… 姫路市立安室小学校
思考能力を どのように深めるか           国 光 里 美

3: 自主性を育てるバズ学 習     …   豊川市立千両小学校
一 学習態度について 一        丸 山 正 克

4。 自主性を育てるバズ学習    … …  新潟 県刈羽郡刈羽村
―・ 学習指導と生活指導の統合をめざして ―         刈羽だヽ学校

酒 井  喜久 司

5` 小集団の話 し合いの させ方 (別 冊 ) i  新潟市立五十嵐小学校
佐 藤 孝 篤

総
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第 7回 全 臨 バ ズ学 習研 究 集 会

主 題   探 究 を 進 め る 学 習

愛知 県一宮 市ェ 浅井 中学校

青 木 定 久

樋 圏  稔

菫 井 貞 雄

曲 群 哲 郎
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は じ め に

戦後、 農本は急激に復興をしも世界から注視されたが,現在、 日本人はエコノ́ミックアニ

マルと呼ばれて、世界から孤立しかかっている。 これは日本人に自律ノ心が欠:ナていることに

他ならない。他人のことを考えず、自分のことだけを考えて、ただひたすらにつき進んでき

た 30年の成果がこれである。

現代の日本人に一番欠けているもの、それは自主性ではないだろうか。真の自主性と,まっ      
寺

他人のことをも考えて、すべて自己の力ですることである。すなわち、 自律性という言葉を

含んでいる。                                         1

他の人と協調し、 自ら進んでやるという学習を進めるには、教師が押しつける一斉学習で

は困難があり、小集国による、生徒自らが討論をし、問題を解決していくという探究学習が

最良と思われる。かといって、一斉学習を否定しているのではない。一斉学習の方が効果的

な教材もある。

人間がこの地球に誕生した時、走るのは遅いし、泳く
・のも、本に登るのもへたも飛ぶこと

もできなかった。この人間が外敵から身を守り,現在みたいな物質文明の社会を築くことが

想像できただろうか………。

人間が地球を征服できた理由l・t二つある。

まず最初は、考える能力があった。二つ目は、協力し合ったことである。

人間は適であるライオン等に対して集団でむかっていった。初めのうちは素手で あったろ

う豫ヽ 石を手に持ったり、本の先に石をくくりつけたり,ま た遠くからこれを投げたり、弓

を考えたりL/ただろう。

必要に応じて、また疑間に思って科学は発達してきた。

現在の科学技術の発達夕ますさまじく,1青報量は莫大であり,これを全部生徒に教えること

は不可能である。だから現代を未来につなぐ教育は学び方を学ぶ学習以外にはない。

本校では、 これらの事柄をふまえて、ftの人と協調しっ 自ら進んで学ぶという自主的な学     を

習を進めるために、小集団による探究学習をとり入れた。



―
―
―
―
↓

データーを集める

1 本校の理科学習の進め方

lll l孫轟の夏司 働ヽ →ザ/P―プ内でのパス

グループ内でのバズ

・観察

・ 講

・ 1覺讚 こ

(21 問題は提示するが、それを解決するためのデー

ターの収集、デー ターの処理 と解釈を生徒たちに

企画させ、法則性を考えさせる。

紛 問題の発見も生徒たちにおこなわせる。しかし

6)の段階を、中学 1年生がとれるものではない。

やはり中学校 3か年を通して、(1)の方法から探究

の手順になれさせることが必要である。

本校での第 1学年については、上記の三つの型

の中の (1)の方法を通して、話し合いの基本にな

る討議のしかた、器具の基礎操作の徹底やデータ

ー0処理と解釈の観点などを重点に、より高次な

探究ができるよう、その基盤づ くりをめざしてい

る。

第 2学年については、(21の方法を通して、第 1

学年での話し合い活動、基礎操作を十分に利用し

ての実験方法の工夫、企画に、またデーターの処

理と解釈に重点をおき、第 5学年への基盤づくり

をめざしている。

第 5学年については、第 1学年.第 2学年の基

盤の上に、最終日標である、自ら疑間を求めて、

自らそれを解決 し′ていく自主性のある生徒づくり

をめざしている。

3.話し合いの進め方 (基本側)

生徒自身が自らの手で問題を解決していくにめに

は、―A―Aが問題意識をもち、真fllに考える必要

がある。十人十色といわれるように考え方もちがう。

自分の考えがいつも正しいとはかぎらない。何人も

の考えをだし合いよりよい考えにするためには、個

人よリグループ、グループよリクラス全体の話 し合

いが必要になる。

しかし、各個人、各グループが勝手に話し合いを

はじめれば、グループ、クラス全体の意見がまとま

らない。そこで生徒間の約束 (ルール)を決めてお

けば、その心配はなくなる。 し′かしその約束 (ルー

ル)は絶対的なものではなく、生徒にとって不必要

なものであれば、削減し、また必要にせまられれば

つけ加え、そのクラスの実状に応じて変化させらる

ものとする。

(1)話 し合いの基本訓練事項 (徹底的に指導する)

①  4EA思考

・ 問題を真剣に考え、自分の意見をはや くま

とめノー ト1こ記録する。

② グループ討議
ア、司会者の指示にしたがって自分の意見を発

表する。

イゝ司会者は問題点を整理して、グループの考

えをまとめる。

ク、まとめた考えをT.PI■ 書く。

工、TP は色わけをしたり図や表を用いてわ

―
―
―
―
―
―
↓

(3)| グルー プ内での バ

ズ

・ グラフ化

・ グラフの効

・ 推論 .‐ 予測

(41 仮説の設定とその検証 グルー プ内での

バズ → 全体

→ 個人

・仮説やモデルを作る

。定義をする

↓・仮設の検証と法員
gヒ

本校の進めている理科学習の概要である。学習を

進める順序は必ずしもこのままとは限らずもとへも

どったり、修正しなければならないこともある。

たとえば、問題が簡単であれば (1)の 問題の発見

から、

“

)の阪説の設定とその検証へ行 くことがある。

何度かこの方法をくり返しているうちに自然とこ

の方法が身についていく。

「 学習とは学習のしかたを学ぶことJと いうことば

がある。科学の成果を知識 として、覚えこむにはあ

まりにも知るべきことが多い。こうした学び方の学

習を通して、自分の手で発見をし自分のものにして

いく、すなわち自主性を育てることになる。

この方法で学習を進めていくと、生徒自身が次時

になにをやるのか各自が理解し、始業合図とともに

教師がいなくてもグループでの活動力ヽ まじめられ、

自主性を育てる源動力になる。

2.中学校 5か年を見通した指導

生徒に探究学習をさせるためには、その方法とし

て、次の二つの型が考えられる。

←)探究のための問題を提示するとともに、データ

ーの収集、デニターの処理と解釈を教え法則性を

考えさせる.

チ巧巧懸面蒸
|

―

―

↓

問題の発見

(21



イ、司会者は、質問、つけたしゝ 反対の順に指

名する。

夕、わからないこと、理解できないことは理解

できるまで質問する。

工、つけたし、反対意見は、O HP を用い

て発表する。

③  クラスのまとめ

(21 話し合いの進め方 (具体の

反対表示 質問表示

言雰え警tF電けた問題lig全藝[ζち

かりやす く書く。

③ 督勝このしかた
ア、意見の発表は、先生にかえすのではなく、

みんなの方をみてゝみんなにかえす。
。「 ……と思いますが、みなさんはどう思

いますか。」
。
「 ……と考えますが,ほかの班ではどう

ですか。J

イ、発表はことばだけでなくゝTP に書いて

O H Pで 発表する。T Pに書けていな

ければ、書きながら発表する。

ク、図やモデルをさし示 して、わかりやす く発

表する.

工、発表の機会は、自分だけのものにせず、ほ

かの友だちにもゆずる。

④ 発表のききかた

ア、発表者の方をみて闘く。

イ、相手の意見は批判的に考える。

ク、自分の意見と比較 しながら聞く。

C)全体討議
ア、意志表示は、つぎのハンドサインをもって

表示する。

・司会者 「 私は……と考えます。J

・司会者 「 Aさ んとCさ んの意見は同

じだと思います力ヽ Bさ んの意見と対

立しています。おたがいに質問、意見

があったら、してください。」
と話し合いを進め、グループの意見とし

て T Pに まとめる。

し、ね りあげ正 しいものに していけば

いいのであ る。

o 各 グルー プとも必ず TPに まとめた

ものを CIPで うつしながら発表す

る。

o 語尾は必ず「 ……と思いますが、ほか

のみなさんはどう思いますか。」

「 ……と考えますがほかの班ではどうで

すか。」で結び、先生に応答する ので

,はなく生徒の方をみさせ、生徒にかえす.

o 意志表示は、ハン ドテインを用いる。

・発表者の意見のわからない時は、質問

のハンドテインを。

・同意見の時は、賛成のハンドナインを,

。もうすこし,、 つけたしたい時は、つけ

たしのハンドテインを。

・反対意見の時は、反対のハン ドナイン

をする。

発表者 (司会者)は、意志表示をみて、質

問、つけたし、反対意見の順に指名し意見

をうける。

競紺昭〕中一一

①

o 個人で問題を考えたのち、グループの

司会者によリグループの意見をまとめる。

・司会者 (輪番制にする)「 ……・の問題

についてグループの意見をまとめたい

と思いますので、個人で考えたことを

発表してください。Aさ ん。二

・ A 「 ………と私は考えました 」

・司会者 「 Bさ ん」
・B「 ………と私は思います。J

ク
ラ
ス
全
体

の
パ
ズ

④

グ

ル

ー
プ

内

で

の

パ

ズ

loここでの話し基しくミグノープ内での

賛成表示

発表を聞いた生徒は、自分の意見をまとめ

意志表示をする。 (全 員がする)

―  ―一――― ― ― ―  ――一――――一― ―̂― ―一 ―…一一=頭



バズと同じ形式をとる。

o 発表者 (司会者)は、意志表示の中で

質問をあげている人に最初にあて、わか

らないことを理解させるまで説明する。

o 質問の人が終れば、つぎにつけたしの

人を指名し、意見のつけたしをおこなう。

O 最後に反対意見の人にあて、反対意見
｀

を聞き、賛成意見の人と話 し合いねりあ

げてクラスのまとめを導く。

○爾ラスのまとめ
|

話 し合いの探究の過程は、個人一→グループ

→ 全体 ―→個人毬 どす。

4.指導効果と問題点

学習の主体を子どもの手に″ ということで、

私達は現在の授業方法を工夫 した。

本校の探究学習について、生徒にアンケー トを

取った。その結果を示す。

(1)良い点

① 理科が好きになった。

② グループ意識が高くなり、助け合う、教え合
う、かばい合う、行動が多 くみられるようにな

つたL
C)気楽に話し′合うことができ、発表が活発にな

つた。受身でなく、自分から進んで意欲的にや

るようになつた。

④ 話し合いの技術が進み、ものおじしなくなつ
浅
=。

C)教 師に時間的なゆとりから、個劇指導ができ、

落ご者がす くなくなった。

③ 相互の助け合いによって学習するので、落ご

者がすくなくなった。

o考 察

①について一年生で調べてみると四月の調査では

242人中72人が好きと答え、九月の調査では

242人中165A力書 きと答えた。この調査から

みても明らかに進歩している。Jヽ学校と中学校のち

がい、教材の種類、教材内容のむづかしさなどの要

因で多少の変動はあると思われるが、授業形態が一

斉より、生徒 中心の授業の方が理科が好きになつて

いる。

②については、協力し、相互に他人を認め合う行

動がみられ、自律性が身についてきた。

③については、学級会などでも効果があらわれて

いる。すべての活動が、話し合いのルールにしたが

って行なわれるので、要領も良くなり.ス ムーズに

進み、発表も自信に満ち、活発になった。

④ については、話す機会が多いので、言葉の数も

多くなり、要点をおさえて、順序よく話せる生徒が

ふえた。

Oについては、生徒中心の授業では、教師の自由

な時間が多いので、生徒個々の活動がつぶさに観察

でき、個別の指導も可能になつた。

(2)問題点

① 生徒のあげた問題点
ア、無駄 Elが 多い。

イ、授業がちっとも進まない。

ク、発表者が特定の人にかたよる。

工、ときどき個人攻撃になる。

オ、生徒だiナ でtま 、わからないので、ある程度

先生の意見や指導もしてもらいたい。

力、無目の人も、しゃべるようにして、生徒全

体で話し合いたい。

② 教師のあげた問題点
ア、極端に能力の低い生徒は、いかに指導 して

いくか。

イ、生徒の活動中教師はいつ助言するか、タイ

ミングがむつかしい。

ウ、学習のルールゃ しっ:ナ をいかに徹底するか。
工、教材をいかに精選し、組織化するか。

ォ、評価はいかにするか。

o 対策

①アについて、授業に積極的に取り組まないのl■

生徒が問題意識をもっていないからである。

生徒の発達段階を調べ、発達の方向を予測 し、生

徒のレベ/1/に あった、教材を組織化 して与えてやる

とよいのではないだろうか。そのほかしつけや学習

のルールをしつかり指導しなければならない。

①ク、① 力について、発表は表現力の優れた者
が、最初発表し、劣ってぃる者は、発表内容の整理

の仕方や発表の方法など、優れた者から得るように

努力させ、除々に機会を与え、簡単な内容の発表か

ら、複雑なものへと入っていく。

グループのものが発表者をもりたてるようにして、

自信をつけさせる。全員が必ず発表するよう、輸番

制も一方法である。

5。 これからの研究の方向

(1)基礎操作

探究学習をするには、どうしても基礎事項とし

て、実験器具の基礎操作をみのがしてはい1ナ ない。

ク
ラ

ス
全
体

の
パ
ズ

（一
）

|                               :

一斉授業が良い

オ,からない

204人
18人
16人



生徒自・らの手で実験をするには、実験器具を正

しく使用できなければいけない。そこで実験器具

の使用説明書を生徒全員に配布することにしれ

(2)発表できない生徒の指導

自分ではまとまった、考えをもっているが、人

前ではどうしても発表できない生徒がいる。 (特

に女子が多い)

多くの生徒が自分の考えをだし合って、ltじ め

て、よりよい考えになる。このような生徒を今後

どうするかが、大きな問題である。

(3)評 価

探究学習を実践し′ていくには、学習指導とあわ

せて評価を無視することはできない。その評価

方法とし,て、生徒の学習する探究過程をいかにテ

ス トするかがこ大きな問題になる。

最近、/1-フ オーマンステス トなどいろいろ工

夫されているが、まだ本校は研究をはじめて議が

浅 く、実施にいたっていない。

(→ 教材の精選

教材が消化できない。理科を担当する多くの教

師の悩みである。教材の構造化をtま かり、どの単

元のどこで探究学習を展開させるかを、重点的に

えらびだすことがこれからの課題である。

お わ り に

本校の理科のねらいは、生徒の自由な発想を効果的

に生かして、さまざまな探究の過程を通し、未知の問

題を生徒みずからの手で発見し,解決する′ことでぁる。

そし′てそ鋤時の感動と喜こドを学腎するものに与えて

やりない。
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1   第 7回 全国バズ学習研究集会

『 学習する集団 』形成実践上の諸問題

|||ll,「二 とくに教科の学習 T指導における困難点につ tヽ て す

|■|■   ●                  新潟市立松浜中学校      
｀

■■■                      教諭 大 竹 敏 夫

研究実践の概要 (経過 )

餞)なぜ「集団学習Jに取り組むようになった

松浜中学校は,職露,数 21名 , 12学級と

|二う1中規模校である。校区は,阿賀野川河□

右岸のかつて漁村として栄えた,也域である。

昨今沿岸漁業の不振から専業漁家は数えるほ

どしかな くな1),工場や住宅団地の進畠によ

t'急速:4様相をかえつつある。

しかし:生徒の中tlは浜 ,子特有の気質を

残す1者も多く,最近まで随所に粗野な言動が

みられ,授業放棄,暴力行為,教師に対する

反抗的態度等: 目にあまる問題行動が絶えな

からた。昭禾口44～ 46年ころは,そのピー

クに達 していたといえよう。

このようなことから,学校での指導の重点

な,も|=ば ら生活指導面1と おなれ,学習指導は

やきなく,二の次
'こ

されがちであつ
～
。したが

1桑11生徒ぬ基本的な生活態度の形成:行動

1雪資錦 il練等が庭代の校長,教職員の最大 ぬ

課謹であ|た といっても過言ではあるまい。

たまたま,昭和 46年度,「集団学習Jの

研究に着手した新潟市立教育研究所 (現市総

碁無 ■´´=i)か
ら研究協力校め要請があ

:), F学習する集団』形成の研究実践の第一

:歩|を

=み
だすことになったのである。折りし

も,本校では努力目標として,新しく

① 学力向上をめざす学習態度の育成   |
o学 級経営を根幹とする生活指導

の 2点を掲げ,生活指導の充実と学習∵指導

の改善の方向を暗中模索中であったので,研

究所の意図する『 学習する集団』形成の考え

方に共鳴するところがあ:),研究所の研究の

実践化をひきうけるに当たつては,比較的ス

ムーズにことが運んだように思われるふ

しかし,実際に研究を進めていくうえての

学校の組織運営体制には全く問題がなかった

わけではない。観念的には研究の趣旨や内容

を理解し,情意的には協力をいとわなくても

教科担任無の中学校では,全校体告彗としての

研究の,主体的な受tナ とめ方をどう組織して

いくかは,きわめて大きな問題である。

当校では,生徒の学習や授業:こ対する関心

は全般に低調である。また,父兄の学校に対

する期待}ま意識調査が示すように,「もっと

きびしい態度で教えてもらいたい。」という

形で表わされる。このよぅな特異な状況のも:

とでは,『 学書する集団』形成:こ大きな困難

性をともなうことを懸念するむきもあった
`

反面,だからこそ, この研究の強力な推準の
|

必要性を認める声も聞かれた。とにかく現状 ‐

ではだめだという一種の危機感は,■応全職

要



‐わoてしまう。|われわれ,がめざしてしヽるもの

ほ|かうていグル‐ィメィ|ド とι事異なり,

学習■指導過程そのものを生徒の手にかえす
:こ

_と によ:ら て,生徒を名実ともに学習の主体

者にすることである。したがつて,その基礎

|になる「年間指導計画J,「単元展開計画ゴ

さら1こは 1時 FElの授業過程を樹立するにあた

らt,そ ぅした■貫したれらぃのもとに再構

成されなければならない。たとえば,

・ ア,協同調査学習
`協

同作業学習 .集団討議

学習の各方式をどう使いわけて指導の効果

をあげるか。

|ィ ,それを単元展開過程のなかにどう位置づ

‐けて目標の達成をめざすか。

シ, 1時間の指導過程の中に,f「J別・小集団

1 ,全体・ 一斉の各学習場面をどう配列して
'協

同活動の推進を期待するか。

|二 ,「出し合う」 。「 もとめる」 .「たしか

める」
・
などの思考活動をどう組織して集団

■思考の深化をはかるか。

といったFFl題を素通りしては,『 学習する集

1圏 』:形成はからまわりに終わってしまうであ

|ろ う。これを全教科:全領域に体系づけるこ

,と が急務であ:〕 ,ま た1実践上のFpl題となっ

てい る。 (別紙 :資料参照 )

総)学習課題の設定などうすればよいか。

自主協同の学習過程は,学習課題の設定の

いかんが,その成否のカギをにぎるといって

も過言ではなしヽ。生徒ひと |夕 ひと1)が意欲的

に取り組むことができ,しかも:みんなの知

識や経験をもとにした集団討議が活発に行な

われ,相互批判できるような課題が設定され

たならば,集轟思考や個人の認識が深まり,

集団への所属感も高まるであろう。このよう

|な課題は教師の豊富な教材研究の上にたち、

学習内容の本質にせまるものが,思考深化の

過程にそつて設定されねばならない。しかも,

われわれンま,こ のような学習課題を,生徒自

らの手で発見させようとしているのである。

その手だてをどうするかが大きな課題である6

たとえば,

ア,全 く教師が一方的に考えたものを設定

する。

イ:生徒に全面的に任かせる。

ウ,教師が,生徒とともに考える。

などが考えられるが,一応,われわれがとっ

ているものは,ウ の方法である。とはいって

も,現実には時間的にゆとりがなく,教師の

考えがそのまま採用されるといったケースが

多い。

また,学習課題 l・t,

・ ノl蝉元ごとに設定していったほうがよ

い か .

。 その学習の前時に設定すべきかど

といった問題もでてくる。

(房 J紙・資料参薫 )

に)『学習する集団』形成の成果をどめよう■III

評価するか。   _    |  ■■‐

=■
今まで,集団学習の軽進過程で遭過す義髪|

多くの問題点を列挙したカサ これらヽ1議董霧||
の最も根本をなすものが『 学習する集歯』黎■

成の評価の問題でムるo‐したがって,「学習■■

する集麗』形成あ先譲 養題点は,評価釧問:■ |

鍾であるとい彗たも違言ではなかろう.´
「

=■
|

われわれな:「評価は,学菅あ結果走けを

'‐

|二

なく,意欲や態度形成をも含むものでなけ■|■|

ばならない。Jと いぅ考え方のうえに立ち:|‐ ■

評価の観点を次のようにとらえてみた。・ II:|

集団ンベル 個人レベル:

課題達成面 「集団課題解決 J 「三忍轟轟」

集団維持面 「 集 団風 土 」 「意欲J

?otltb, #ftro*k<; #fffioHffi, ff{ffi
n)ffi| #*t*& t,. 5 ffif' E r=]ffiffift L<.$ft r,'o

4. tu?C
以上, F学習する集団』形成実践上の諸問題

をいくつかあげてみた。各位のご指導を賜わ l'

今後の実践に生かしたいと思う。

:I:|||

=111



舌 身旨 導 (教科外生徒指導)

校学
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自己脂導 駒

バズザ習全 鶴研 究集会

韓度彩威
｀
をめざす笠)喬 若導

愛知呉豊)|1市 立守部中学校

「主ピ
t麟

:二  :  |
|すなおで人なつη

=<′
与えられたここlご着実11や ろが

｀
′自う問態 計嬌Lっ て羅 :蟄

ず弾二撃 ザ組み,拳 ポリ強く追求 じようとす蔦態,費 II尺 1す てしlる 。Jと し1→ 』が本校主
1住約一i二抑職f覆向であろ。このような実饉をふきたて′私たぢぼ:「 こtピ 1プ 夢とりを

|な 摯 |二 するとと手ir r集 目響誓産たつ`め =相 互作覇奎‐生か して さび しし:菱 己亀導 』

it菫 産育てる o二 Iと と本年度の凝:確痢貫奎点写カヨ標ンした 。

年 度当初 の暦 究場菱言で ′Iの ような目馬:ilttlり 漫 ぢ IIぼ  職 1三 ξ りtま す
:菫

ま tノ t〕

人護閑棒が つく らボ総ばなうな l〕 “警電 t/()行議栞慶 と してのサ猥 プ <り がl碁量 |■ な

くて事なら角ヒ〕,Jて グ寺デ逸 の理馨 L‐ ず功 :ガ打計 ,適 纏 :持淫 井́ 銀 ヨ 多数)合す る

主 場か つの学級 永 ザII重 点 をおレ)て 剛:覚 と実成
｀
を進 めてきた ,

2 営級 プくり1彗 なザく り』基機:と なる考 えカ
(1)言 議 L[〕 憚人ぼ嘗彗しい案国によフてハキ瀬:育 され るし Ψ 量しい案測 |ざゴまし

い個人 |=よ ってめ″彫成される :

o■ 葉露ρ将つオ 育的接奢:び じゆうバ 4発t饗されるような幕露髪ηくらだけれ |まなう

な しlp     ‐

1壊育厳′生徒Л自己統合 自ヽ己実現基援講する過覆で!あ

白こ評価θずさる人間オ欝膚 しな |す れ lrヽならな婢。

自己葛尋の鍵主形蕨左

“

竜l)寸 聴崎 Л効果豊tiず 番ため|二

験 の́穫ぐ相が
｀
く
"ち

が つ■り=離及 しあったり tな 鶏で ノ

影短 って
"く

ようII tな |す たばならな1)。

(じD

←)

り′ 歴華こ碁ム胃諄 ごヨこヨ許:示民ヽ

彗 1餃 らな習響さ不_41雑

球と彗った牽な一舞をふル‐

3 邊好議め栞導と考し群クトの指導とめま_bをめざ し,て

奪覆覇導・め態度形成る`ψ翠たちの目様であるが′でのような証度飛成
｀
慧.祟覇計離れ

て は考え ら承プご薔う。目検 |二 連ザ く ため !■ 壺幸 な
=ど

1言 ,様マな 美回邊准 |■ お し1て ´ 響

争司鎌圭荷ち,ミ 曇鵜重ゲ強く編心 し,電 どお稲二年層を生身ム してιl(す る(1‐ 寺な彗

習集覇 に′学親:な り集 璽な lj左組暮義してしt<こ とて
い
ある 。tt_て ,■ のようなけ葛集

即ザス リ|ま  蓼象Iヽ 教利外 `程業場面ど生活場勇のレ′〕ず
:れ

を問わず′tれぞれ√〕栗団

運種ハ指導が相互に縄連 分持 ち′続倉角 L進め られてし)り 芦`けれ |ざ′効果とあヴろ■

1す むずか L t19つ まり,がキヤの施導と本載夕い 様導″就冶疇 的 ITは 、誉習葉繭ず`

くザの実政 姓i澄 LK実現壼4Kレ くヽtの と元 えてt〕 る。

熟た事ぼ′挙繰や集回のアtて リア`こllが,日 響tと 取 |,く み』争だて
'持

ち,や 葛札

を持 もて :な ち二IF｀れ:う ■となく参カロできるよう r_し て大 らな|す れば
い
ならなしl.モ 婢

ため竜|き 1小 葉目の数能を高め 湛発11運営本番二とが号鵡環団ずゼ リの基盤 とだう

なけれ|ごτんえ′.そ の実践ヒ双り組んで̀}lる 。

調 却 暉標 ご薩度 目棟 との 同時豊ふ をめざ
1オ サ習施・導 におt]て 1本 ,知 識や様錯 弁3‐



,(

得 ご ′■の鍵意の7//茂 こ|す T体 のものであ りす例 り灘:し て考 えること感できな ti。

[貫藁質FttT襲劣i:言冒ず拳クぞfイ lrず |て 1:摯〒7'督ギ:著 |1言写奮輩|11
1 ‐: ‐. 1 1. 1■ _||

0 句 果 的な課犠 盪毅 資 し′童 末び

'通
ミ ン多視 する 。      :   li■ 1111■■

。 蘇懸 へ の取 り趣針 力 身麟着 の特贅 に滝 がで ,釆 記的11施導 寺ち ,‐ ‐li l■ 1■|

o €H ^ affi&$? td#.40>+L4 lz &t t: . B€E&o 't-* E&fu r: rr ,^B€ Ef&'E':..:l

胸 る ニ

0 普理週種 II笠 徒 自ら |二 よ 3態度評 Q″ 弟 り入札 籠産 F//だ の促進 を簿ひろ
=‐

り 拳癬 亭

生徒嬉導の中核的な位置士持ち′知 :悟 :亀 の鶏涸の ごなた人間形成あ基盤とu
ろt隣 が常級箱導であると Lノ =イヒ藪修での指導こ寮瞥な連 |ナ t)と 取 りながう 討ユ角  ‐

な指導を運iめ て :〕 ろ,と く11績全 的な権等ごいう面ウ`らは次の言1を 奮視 して実良に  “
力》注ぃでlt iろ 参

0 1年 かもう尋 11至 るま
‐
で 一言 して神呆的な施導が

1で
き⊃よう け畢指導寸直

「
1時間ゴとの黒鋪例 (悪材 ,颯 うt),主 な尿雷例 )基 作́成 し′籍導内なのi積″士

|ブ■ |ま か ら。

o 小葉 団ρ贅届 につこ め ると去 i二  だ二芽 葛 1言報 をメモ 才3程度 ≧蓑 う 。

O 号級 プ <|メ

春 け級 ぼ ヤフの生葛 デルー プ II編茂され ,モ 米 マ
)社

の現:は ,同 時 11学 習班 として

の率蓼こ左毯揮 するこ とがていきぅようノjヽ 案期と Lて の育うに カル入載て t〕 ろθ隻の高
しゝ集団好育て⊃Iこ 11_―l~っ て ′豊かなイロの人準形茨左颯らってι〕かりけであろがキ

=J〕
考紙ずくりの土ち讐目あぅ■.の ビしてノとく |・ 力をラ主し〕でヽ 〕3Lご をとり主 |プ

|て

2′  う承選キ t´ て碑 愁 .

9 づ国人画持 J〕 奎社 ,

和 識落動計己 1■ 基ザく定期相譲 :自 由相談 `fJyが｀
出 L相 談などが有 なわ准てし|

3ゲ・ 二基 うの うちた期鶴議の変彩 ヒt゛ 〕ちべさ橙tと 生促 と′短崎問画書があ

静″旭 妊ご生従 こか
｀
き孵わて白熟

｀
」〕意「

裁夕つち |■ 、対 競 を L.穆ヽ と理解 を深め

てノイロ々の生定φ内警 開発 ヒめざ す3今 4｀ らア分糧:菫 Л羹幕戸ご易 b。 ど学期 |=|き

もう す二′L時間 を多く=礎:保 して,ぃ っ1つ 融 准准〕1身 環めようご討贔 してむ)ろ 。  ,
0 デルーフ'メ ー トIIよ る内画の裁 し

葉国の中♂個 とこ′ての自分のあ り方 崖自党さti相 二理解 を深め′連 帯び)議 裁  ‐

を高めろと同時1■ 個 々の物』見方 感 じlち を高め てし)く に 1オ  グ ,L― プリニ トが
｀

壺零なイ長●lJ:メ 2果 た 1´ てt'ろ 。イ甲間 どつ して″
書きあつクこと |■ よ百報議ひ広ご

りや深きりの効示t鬼超.t ttL)。 理性ご tて tノ 聰
'燿

や勁t2書き力いた なにか■

「縛ウちのお 3考 文ち,応 じ`ち ,イT勧 Jで'あ うかを阜外的E巻:え ることがで`きち二 |
生霜謁識iの 質を轟めたり′ 広めたりするために1ご ′自由な悪材で書なせ0だ lす で

な く ,一 定期 間′特定_4/8課題 を与え て書 か tる Iと う試考 て 1)う 。

f41, 「 白主学習 Jの 埼問 ≧通 し
‐
てのキ昌導

遍 3日 (月 ・ 火 ‐木 〕,授業後 3θ 分 ケ「 自習学習ハ時間 Jと とてな[育 勢戸建 |■ 組

〕ナ|ジ 椎`‐っ■自也 :的 なこF磁こ霧選芽ぬ■‐庄索翼巧卜指疲 ″ノ縫会 .魂0:な,機,轟い・場ヒ.仏 ,て 、l・l●

`1‐

心藤 轟‐拒∴事:t11,11_.

3バ ズ1曽
督 産中 lじ |=し て,■ あ 爾Л授 業 内落t澪 復 穏 (ボツ シ ト油 出 )や予 習内落 の

::::‐

一一一一



「1二|

|||||=訂 轟‐J二 |:WT串 事
落 摯 運 華

“

― 卜
・

IIよ る 幕 基   f
■||■ :|1学 奮■為t〕 ても,生 )3に おし〕ても`目標―孵り組み一確 講―ス場・書平1費 とレ|

||||||ラ ■違 の藩動原理嗜菫こオ5轟 轟鼈療 7//底
=l=尊

欠<■ どあできな :)辱 薫でぁ静五

■|■■二承
1を ,生徒参内薗〔:澤 載定轟 させ31=l意 ,具 守鶴な問態に郵して自らが′実

1■ |‐ 難の替験讐奎ねるとし:),こ と好′看宍11絆 L進めてしりく ことが奎ぞで1あ る,そ

|■ ‐■ 0な ゆ の 手だ
｀
て と して ,■在 ,1尋 生 l=ば「 訂 島 ,― 卜J2年 生 に 1ま T自 菫若

■■ 1議選協♪―卜理ど質用さ■,自主学書の崎間を中1総 ほ=短導浦など`で1毒
補
｀
鬼 L憶

||_が ら記入さt′ を澪ヽ 営習の討菖ィヒ.自 主的協磁的梅庫形成
1の

曇追 11フ ビめて
■● : t)ろ 9

|■け クつつい活動Л荘導

11‐ ■■
‐
よ言め指導と夢童の升でゝの構導ユ爵絞な こL)う 重がらχ えると,ク ラプ運動の選

||1書の崎卸 Jttl室 にお |す る態意鷲萩にヽ大きなかかわ リカ将 フている 。クラザ潟勤

|11:|‐
‐
1ま ・爆/1■ の鐸長 2め ぜすと同時に 自主 ,為堺署 刺達の態産形友の童零壌場でt`

l■  あひご tヽ う規鰤摯■立ち′つぎ
｀
月露点

「
力を注tiで ,菫 動′充翼につとめて t〕 ろレ

|■ 116 自主的な選努l彦 賃進 させ番ため お́事,」
lr il年

間漕域群島レ立て ,さ ら11考

:: ■ うプ彗根 1■ 曇日の澪動前勇を記録 在tた リヒ″て ′目春■ 言轟一潟議二及瑞 など

|・ ■ が要撃的 |■ 行なたるよウi=補導する o

,|191 りニダTの 育成と′.部相互の酒動ボ況の交換をかねI｀ マプ〒シ会議を通宣

11■  爾く。

|‐ |||‐ 薄動の通祥拝
:こ 書 |二 応 げて ,メ ズヾ1を 蘇り入た′部員の相う作用 ≧促進するご

■ 1共 に自菫的な運.営 Л逢康をはめヽる。               1

191極琴溝におけ 3 rB―
―
導内碁 の充実

: ■韓‐l夕 2回 ′堪轟θ分ずつの狂 学鴻身家苑 してしlろ が
｀
′ここl=,け構嚇 うと家左

11整:湛 菫を■輝ぐ警響なパイフ9の 役 目を果たす場と して与大きな竜畔を将 って llろ

|■力で ,そ の滞議内碁 :ま ″常に実表
'ど

藤善 J.スパイラル黛緯諄菫ねによって充京される

11'■
‐
や響力が締 すらなて:〕 うoさ う1■ ,こ こで`し′ 自主:ン習の時間の施導ヒ達けぃ
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第 7回 全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

望 ま しもヽ人 間 関 係 を育 て るバ ズ学 習 の実 践 に つ もヽ て

一―地域ぐるみのとりくみの中でひとりひとりの学力を伸ばす―

兵庫県飾磨郡夢前町立鹿谷 中学校

小  林  昌 義

1.は じめに

一学期 も終わ りに近づいてくると、本校の廊下  部落 Ell、 同和問題を核 として望ましい人間関係

は色 とりどりの文字でかかれた短冊がにぎやかに  づくりに重点をおいた。

は り出される。生徒会生活部がは り出した月目標  学級の集団づ くり、生徒の社会的態度や行動、非

である。「 ガラスをこわさないように。 」「 他人  行防止を重点に又、基礎訓1練に努力した。

に迷惑をかけない。 J「 服装は中学生 らしく。 J   O昭 和 48年度

「 公共物は大切に。 』0・・…・・・          学級づくりを中心に自主性 と協調性を柱にして生

この貼紙の下で廊下の腰板のいたみが目立ちはじ  活指導面 と学力の向上を学校教育全領域の申で一

める。これは学校がお もしろ くない一部生徒のい  貫性のある指導にとりくむ。

たずらである。これには必ず原因がある。この究   ○昭和 49年度

明なくしては指導 も空振 りに終わる。 これ らの裏  昨年度の反省にたって生徒の願いを受けとめて、

に現在教育のあり方や指導の再点検が、生徒の声  ひとりひとりを最大限に伸ば してい く教育の具体

なき声 としての叫びがききとれるような気がす る。 的な実践研亀

0生活指導をバズ学習にもとめて         望ましい人間関係づ くりを申心に他人をみとめ、

教育を受ける権利を保障す るために、平等を基  はげましあい、 きびしさの中で自他 を改造 してい

か    本 とした機会均等の理念に支えられた教育で自か  く集団の組織づ くり。

らの力で未来を切 り開いていく人間をどう育てる   お らこばれる子をつくらない教科指導。

かとい うことが中心になる。そのため、生徒の願  以上を本年は目標に とりくんでいる。そうしてこ

t     いに応えるため、子どもたらの教育権を徹底的に  れの達成のため特に下記を努力点 としている。

守 り、未来を保障する教育を権利としてとらえ、   0学 習に落伍者をつくらない指導の効果的な具

人間尊重の民主的生活態度 を確立させる教育を推    体策

じ進めなければならない。              0バ ズ学習の再点検

自分の願いを言葉に托 して、相手に認めて もら   0評 価法の改革と追跡指導

い、お互いを理解し尊重 しあって、手をとって望   。基礎学カテス ト等か ら個人のつまづきを発見

ましい方向へ前進す る雰囲気づくりにバズ学習を    する。

とり入れた。そ うしてこの中で望ましい人FF5関 係   。笙徒の願いに こたえる指導を父母 と共に。

を基盤に個性に応じて、ひとりひとりの学力をfmi  そ ぅして望ましい人間関係 と学力の向上をねらっ

ばそうとしたのである。             て、考えられたバズ学習方式 を中心に、社会的心

2,現在 までの歩み               理的理論の研究 とをあわせて。

O昭和 47年度                 0教 師と生徒の肌のふれあい。

生活指導を中心としたバズ学習の研究。      0学 校全体の管理、経営のあり方。
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。成長 した学級の社会的雰囲気づくり。      O協 力的自主的集団として成長し非行がな くな

0教師集団の成長と指導の一貫性。          ります。

に力を入れて実践にとりくんだ。          そのためには

3.実践経過                 人に頼 らない、話しあいを大切に、何事 も積極的

(1)父母 とのとりくみの中で           に、区切 りははっきりと、むだ話しはしない。自

我が子の健やかな成長と将来への期待に親と  分勝手な行動はだめである。予習復習はしっかり

して、願いをもたない父母がいるだろうか。   と、……… きびしい訓練が必要でこれに力を入れ

しか し、現実を考えるとき生活指導で生徒相互  ていますか ら御協力下 さい。

の親和や協力を強調しなが ら、ともすればテス   父母の組織

卜や賞罰などにより、不当なまでに個人的競争  ◎ PTA組 織としての活動

を刺激し、現行の評価法や入試制度の中で、反   O教 養部

日、対立、嫉妬、劣等感などいまわしい人間関    毎月の授業参観、研修会、生徒教師父母の三

係 をか もしだした り、家庭ではあの子にまける    者懇談会等の計画

なと、たえず叱叱激励し、結果は一方では指導   0愛 護部

し他方でこわしている形となってい る。こうし    交通指導、環境整備、校外補導対策、親子共

た競争の原理に立脚したような教育を押 し進 め    同作業計画

てい る限 り真の成果は上らない。         0保 健体育部

O父母にバズ学習方式の理解を           給食研究、体育祭協力、衛生諸活動等の計画

父母会のプリントより             と実施

「 学校教育は教師と生徒という単純なものでな   0同 和推進部

く複雑な人間関係、集団関係が存在し教育の成    各部落懇談会の同和推進計画、映画講演会の

果に重要な影響を及ぼしています。ここに目を    実施等

つけ個人の考えを集団に広げ、協同の精神をや  ◎父母学級としての活動

しない、できない子をほっておけない仲間づ く   o毎 月一回授業参観後、生徒の生活問題や同和

りを中心に態度と学力の向上を一致させ、 りっ    問題を中心に学習し意見交換を行う。

ばな人間関係を作っていくため、班活動を中心   O生 徒と合同で生徒や親の願いについて意見交

にしたのがバズ学習方式のねらいです。この人    換会をもつ。

間的なつながりこそ差別や偏見をも、 りっぱに     父母会プリントより

処理できる同和の精神に立った真の教育である   りっばな鹿谷中学校となるょう共に励ましあい

と考えられます。 」             協力して頂くため、ひとりでも多く参加して頂き
バズ学習とは                 親の願い子の願いを大切に地域ぐるみの運動へ展

4ん 6人の小さい班の仲間が話しあうことによ  開していきたいのです。

って教えあい、助けあい、相手の立場をみとめ、  父母学級委員の役割

望ましい人間的なつながりをきづなにひとりひ    ①出席を多 くして頂 くための誘い合せ。

とりがしっか り伸びていく学習方法です。      ②父母の声をききテーマに。
バズ学習の利点は                ③話しあいの進め役。みんなが意見を出すた

O親しい仲どうしの小人数で学習に気軽に参加     めの仲もち、雰囲気づくり。

できるから、やる気がおきます。         ④学校と家庭と一緒に指導したい話題
0話 しあうことにより理解を一層深めます。    例…… 。家庭のしつけ

0向かいあって発表できるから仲間にわかって      0家 庭での学習のさせ方

もらえ、意欲的参加を容易にします。         。男女交際

0グループのひとりひとりのよい考えや態度が      0体 日のすごさせ万

よくわかり自分もよい方向に変ってきます。       O非 行、服装、態度、校則について
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⑤一人では学校へ言いにくい要望をきく。

生徒の生活指導に同和学習に討論をバズ

学習方式により意見交換を行った。 そう

して父母のひとりひとりの問題 としてと

りくんだ。 りニダー としては各部の役員

や学級委員の父母があてられ、なごやか

な自然の雰囲気の中で自分の子、他人の

子の区別をな くし、親の優越感、劣等感

等の考えもなく、学校の教育を理解して

もらい手をとりあって熱心に活動 して も

らった。特に校外指導に協力して もらっ

た。自主的に会合や懇談会は昨年度 1ケ

年に各部門別を合計す ると75回 もたれ

た。そ うして生活指導は地域 ぐるみの運

動 となってきた。

O親子合 同学級会での生徒の声

④ Oいつ も子 どものことを考えて心配してい

. る

0子 どもの幸福を願 う気持ちで一杯だ。

Oそ のときは一方的だと思 うが大人になっ

てみるともっともだと思 うだろう。

0不合理な面 もあるが、長い経験に もとづ

くものだか ら尊敬すべ きだ。

③O押 しつけがましい。
0-方的で自分の言 うことは何んでも正 し

いと思っている。

O自 分勝手でこどもの気持 ちを理解 しよ う

としない。

0考 え万が固 くて新しい ものにぶつかる気

力がない。

0世間体ばか り気にす る。

O打 ちとけて本当に自分たちの相談相手に

なってほしい。

0も っと素本卜に子 どもを信 じてほしい。

0公平であってはしい。

生徒が親や近所の大人の意見を理解 しようと努

力していることはわかるが、まだまだ断絶がある。

我々 も生徒の本音を理解した指導でありたしヽ。 こ

の中で自主性を尊重 し、生徒会で計画した校内球

技大会、運動会、学芸会などが りっぱにできだし

た。特に卒業式では下級生がひとりひとりに手紙

をわたし、花をつけて心か ら門出を祝福できる人

間関係をか もしだした。 この雰囲気の中で非行の

できる筈がない。

人間的つなが りを大切にし、下番言いにくい立

場の父母か ら何んで も言える学級会がつ くられた

ときに、地域 ぐるみの指導ができるのだと思った。

(2)落伍者 をつ くらない指導

短学活や複習バズでは学習に対す る意欲づ くり

を第一の目標にしているが、

。バズ学習は生徒相互の作用を生かした活動形

態であるから自主性が身につ く。

0生徒が質的に望ましい方向へ変って くる。

0人間関係を高めながら学力が互いに向上する。

以上のことを期待して、実践している。その過

程において相手をみとめ、尊重し、人間関係が向

上する。しかしこれを支えるものは誰 もが思った

ことを何んでも言える学級の雰囲気づくりであり、

又わかる授業をどう創造していくかである。 Fゎ

かりたい。みんなと一緒に考えたい。みんなに話

しを聞いてほしい。 」と言う願いにこたえてやり

たい。そのため

◎班でどうしても学力不足のために、っいていけ

ない子の指導。

◎家庭的社会的経済的又は身体障害のために伸び

る可能性をもちながら、伸ばされずにいる子に

対して、その障害を除き個人の能力個性に応じ

て指導し学力を向上させる必要がある。

これらの生徒は何か所属感というものが安定

しておらず、なぜ学習しなければならないか、

その意欲を支える人生観のようなものや将来の

自分な りの進路に対しての見通しが十分につか

まれていない場合が多い。

指導の考え/J~

そのためには、わかる授業

一である。

一
人間関係の向上をね ら

自己統合 をめざす

生徒へ

をしてい くことが第

つて

(バ ズ学習方法 )で (願いにこたえ )

部落差別問題を焦点化 していく中で

相手を認め↓尊重し
全人教育を完成させる。

自主性

創造性

協調性

学校教育の

全領域か ら
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。具体的指導

①学級の雰囲気づくりが急務である。

「 できない子に対する援助や教師の・lu別指

導は当然である。みんな揃って前進してこ

そ意義があ る。

問題の

把握

各学年時間数

「 ゎかった。できた。」のよるこびを味わわせ

たい。よるこびは大きな自信となり参加度を促す。

成果はまだはっきりしないが生徒の願いにこたえ

たい。

(3)今後への反 省

小集団学 習によって向上した成果を把握する

ことはむづかしいが、い くつかの観点をおさえ

て、検討 しなければならない。それぞれの目標

達成のための活動過程において望ましい人間関

係が養われるのであって、解決された結果だけ

で評価す べきでないと思う。

①ひとりひとりが集団活動の目標を自分のも

のとして全員の自主的参施を求めているが

ともすれば形式的活動とな り魅力を失いや

すい。

②活動の結果のみに注意が向けられ過程が軽

視 されが ちにな る。

③よりりっばな活動と思って高度化していく

と一部生徒のための活動偏在化が見 られる。

④そのため教師自身 も工夫にかけ画一的指導

に流れやすい。高度な要望をどう低く具体

化するかの努力が必要である。

⑤集団の生活指導は一朝―夕にでき上るもの

ではない。毎日の小さいつみ上げこそ大切

で、全職員の共通理解を深め一貫した指導

体制、生徒父母教師三者の協力体勢と現実

をふまえた、地についた生徒の願いに応え

る指導でありたい。そのため父母生徒の要

求願いの自書づ くりに委員を作って進めて

しヽ る。

そうして、 これらの活動の中でなんでも

言える学級をっ くり、ひとりひとりの学力

を伸ばしつつ生徒会の 自主的活動を助長し、

おちこぼれそうな仲間を支えあっていき、

学力の保障を地域 ぐるみの運動へ発展させ

ていきたい。

集団思考を大切に しながら

フィー ドバック

(や る気づ くり)がで きる。

②問題ができない。説明がわからない等は必

ず原因がある。生徒の実態把握の上に立っ

て現実をみつめて、対策をま る必要力ち る。

例 3年 125名 中 30名 (2段階 24%)

間 題 正答数 誤 答 例

0.05XO.3 0.15  1.5

2.4XO.08 o.03  o。 3

１

一
３

＋
１

一
２

23
１

一
５

１

一
６

２

一
５

4″-9=3卜 5 ″=-4.14

O評価法の工夫と生徒による自己評価の機会

をできるだけ多くあたえる。
O各 自で偏差値のプロフィールを作る。
0反省文、学習態度の反省

④教科月U個 別指導の実施

教科担任の教師とその補助担任の二人制を

とリグループ学習に参加できにくい生徒へ

の援助を目的として側面から指導を行なっ

ている。

特に数学を中心に行っている。

国 社 数 理 英

1年

2年

3年反省と確認

定着と実践

(電甦じT~)自
己
評
価
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第 7回 全 菫 バ ズ 学 習 研 究 集 会

生 徒 指 導 の 実 践

― ― 行 事 へ の 取 り組 み

新潟市立曾野木中学校

松 本 欣 一

は じ
`め

に

全人教育,全校集団づくりをめざす教育

生 徒 会 活 動 の実 践

(1)自 主性・ 自治性の教育の場 として

(2)職員 の統一意識 と生徒会活動

(3 行事の組織化

ア・ 文 化 祭

イ.三学期 の取 り組み



に)行 事の取 り組み と学 級

(9 生活のリズムときまり

3 残 さ れ た 問 題 点

(1)な れ合いの防止

(冽  日常化 の推進

(3)き まりへの取 りくみ

(4)指 導 とは何 か



し    慶交 タホ ・ :班〕 域  (PTA.・ 補導・部落バズ等)

小・ 中学校



倉1 造 力 を 高 め る バ ズ 学 習

広島県豊田郡豊浜町立豊浜中学校

山 根 正 純

(1)取 り組んだ動機

本校生徒の特徴である言葉使いが悪い,

挨拶をしない,家庭学習がなされない,規

律性に欠ける,独善的である,依頼ノきが強

い割 りには非協力的である等の問題 |ま単に

学校教育のみでは改善されるものではなしゝ

本地域の産業 |よ農業と漁業が半 ,々漁業

家庭で|よ両親が出漁で不在という家庭が多

く,農業家庭も近年のミカン産業の不振で

出稼 ぎ家庭が年々増加 していく傾向にあ乙

島特有の封建的色彩が根強く残 り, この

閉鑽性を打破るに1ま,家庭教育 社会教育

学校教育の二つが統合されて, はじめて達

成されるとの前提のもとに,学校教育の限

界を打ち破るべく始められた。

{2)目  標

生徒

①白主性・主体性を養成することにより教

科の力をつける。

(先生に注意されるから,委員に注意さ

れるから, しかたなしにというのでな

く,進んで問題に取 り組亀 意義のあ

る時間とする )

②家庭学習の方法を練習じ,継続して家庭

学習がで'き るよう1こ なる。

(ま ず
:自

分で問題 を考え,不明の点 1こ つ

いて,ひ との説明奄聞くことにより,

解答の しかたがわかり,学習方法の指

針を得,毎日かかさず家庭学習ができ

るようになる。 )

… 1-
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父 母

C教育への関ノふを高め,学校教育への意:識

を高める。

(すべて学校まかせという考えを捨ζ 教

育|よ私達にも責任があるのだという自覚

を持ち,教育すべてのことを考える。 )

C離が注意しても聞けるように,生徒との

人間関係をつくる。

(町内バズをi麗 して, 自分の子どもを他家

の子どもと比較する中で
1客

観的に観察じ

自分の子 どもだけ良ければよいという考

えを捨て,他家の子 どもへも抵抗なしに

注意できるようになる。 )

教 師

①教科バズの応用練習の場とする。

(教科でのバズの活用は教師の主体である

氏 町内バズでのパズの活用 |ま生徒 自身

の主体で`あ り,外側からバズを観察でき

る6)

(2)生徒の家庭学習について父母,教師が一

体となって考える。

(会場で父母と教育について語 り,その中

から意義ある家庭教育について一緒 :こ 考

える )

(3)実 施方法

一昨年まで
:は

土曜日の午後実施 していた

… 2-

が 欠席者が多い,教師の負担が大きいと

の理由で,昨年度から毎週水曜日のH・ R

の終
~f後

(2:40)校 庭に各会場ごとに

整列 し,パズ長の指導でそのまま会場に行

為 三時から 三教科,一時間半実施 して

いる。

(4)問題作成

時間割にそって教科担任で問題を作成 し

会場ごと生徒数だけ問題用紙を箱に入れて

おく。当日教科委員が会場に持って行く,

家庭学習の習慣化という点を重視 し,下

のような形式で
:問

題を作成 し,右半分を本

曜日に教科委員に提出する。教科委員は点

検して返却する。

〇年○科 ○ 月 家庭学習 組 氏名

(解答作成

本曜日に教科委員に

提出

(5)問題点

C前 日学習する教科を放送で伝達するが,
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教科書, ノー トを持 ってこない生徒がい

る。

C学習に真宍Jに取り組め磁 解答を出す過

程より,答のみを追求し,他 の生徒のを

簡単に写そうとするQ

嘔)雑談が多い。

④時間配分が機械的であり,パズが盛り上

がっても,次の教科にうつる。

Φパズの声量が大きい。

(O反省会が形式的で'あ り,進歩がみられな

①リーダーの養成に欠け,全体のまとまり

|こ 夕軍する。

O本曜日の問題の提出が完全でない。

③出漁で不在を理由:こ,一■5落 (四 会場〕

で父母に出席 してもらえない。

Q弊み神ま欠席する生徒が多い。

(6)父母の意見

①出席しても何もすることがないようで手

持ちぶさたで
1あ

る。

②参観日|ま行けない事が多いが,先生と話

す機会ができる。

③夏の蓄い時fま,冷たしヽお茶ぐらしヽ出して

やろう。

①子どもと一緒のレクレーションを拳って

みよう。

(7)父母の参観 ノー トょり

今日の字習ですが態度も変って来たよう

に思います。各自のすぐれた素質をあら

わしはじめたものと, た<ま しく感じて

います。きっとよい成績 を上げて くれる

ものと期待 しています。

夏休みで気分がだれがちですが:涼 しい

のですから時間内|ま しっかり身についた

勉強をして欲しぃと′思います。

十時に終ったら]一時間ぐらい雑談とか

|て も良いので |ま ないかと思います。

(8)お わりに

町内バズは軌道に乗っているょうに見え

その実 父母に対 して教育への関ノさを高め

我が子を集団の一員として眺める機会を与

えたこと,婦八会と―式 に地域の道路そう

じ等をやるよう:こ なった事 |ま,一応の成果

と思われるが,生徒の主体性の高揚はあま

り感 じられ為iく,町内パズ |こ 対 して受身的

である。

町内バズの意義, 目的が生徒。父母 |こ 十

分理解されておらず,理論をくり返 して議t

明しているだ1す で鐘いけなしヽ事奄薦感し,

「町内バズ
=導習」 |こ 我 教々師自身もこだ

わりすぎており,学習在猿なれて思い切っ

た改革をする必要性があるので1ま ないかと

考えている。
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地域社会と結ぶ全体的バズ教育体制

兵 庫県姫 路 市立高丘中学校

は じ め に

本校では生徒の自主性、相互作用を養うため

の基底講造の上に立 って日々のバズ教育体制を

確立 し、教育実践に努めている。その精神は一

人一役 (班長、学習、生活、健康 )と 相互作用

による自他の高まりにあ ります。

具体的には小集団学習による教科、道徳同和

学習だけでなく、七校時る設け、教科の復習バ

ズ、生活バズを行い相補的な関係を作 り、さら

に七校時バズの過程の類型を地域に もっていき

町毎の学年の枠 をはずしたオープンなバズ も行

っている。その進展として各町に地域生徒 と保

護者の自主 的活動のための中学部会 も発足し始

めてい る。か くして学校教育、社会教育、家庭

教育 を支える支点としての町バズの位置づけが

確立 されてきたと思 う。

2 町 バ ズ 実 施 の 現 況

0 町バズのね らい

① 学校 、家庭、地域 を結ぶパイプ役にす

る。

② 父兄の目を、わが子だけでなく、地域

全般の生徒の上に注がせる。

O 集団の相互作用によって、人間関係を

高め、個人の発達 と集団の成長をねらう。

④ PTA活 動の正常化、活発イヒをはかる。

③ 地域社会との連携を進める。

O 「町別生徒部会の結成 と活動」の基盤

にする。 (子 ども会に対する中学部会 )

0 実施方法

⊂)日 時 金曜日 午後 S:20～ 4:20

(会場により時差あり。弾力的運営を行

なう。 )

(冬時間 午後3:35～ 4:35)
② 内 容

a 学習バズ 3:20～ 4:05
(45分 )

反省バズ 4:05～ 4:20
(15分 )

0 学習 バズは、課題方式 とし、各学年毎

に町バズ委員が教科の担当を決め、輪番

で課題 プリントを作成する。 (町バズ係

の先生が指導する。)

O プ リントは 3教科 (9教科 を3回に飼

分 )を集めて 1枚以内に収め、配付する。

プ リント作成→町班長 (ま たは各クラス

)→生徒

(町バズ委員 )

O 反省バズでは、学習の反省の他、校外

地域生活の反省、よい行為等の発表 もさ

せる。

b レクリエーション (公民館又は学校

の運動場・コー トを使用 )

c 町別生徒部会の結成又は活動に必要



な話 し合いの場 にす るι

l(注 )・ bcの場合には、学習 プリン ト

|     は家庭学軍
`F=‐

,1,. :  ‐
1     0長 期休業中は話 し合いにょり自

主 的に運営す る。

|う 参加方法

O 生徒 六校時が終了 し、清掃後公民館

|     に直行 し、町イヾズ終了後帰宅す

る。

O 父兄 輪番 によ
~る

責任当番制でヽ生徒

の出欠確認、町バズ 日誌記入 、

1   理由不明での欠席生徒を出席さ

せるように連絡、公民館整備ヘ

の協力。・
.10 

職員

①:可能な範囲で町バズを補助し、指導す

る。fH_し 、教科指導を行わない。
:② :課題プリントの事前指導、生徒の係か

| :ら の相談に助言する。 :
③ 課題プリントの事後指導、各教科担任
‐
で課題プリントあ解答と質間の時間を授

業時 に組入れる。

④ 理由不明で連続 2回以上欠席生徒は、

学級担任に連絡し、担任よりその生徒の

指導をする。

O 出席父兄との対話を可能な範囲で行な

い 、学校と地域、家庭とのパイプにす る6

0 実施時期 (下記以外 )
.短

縮中、長期休業中、定期考査中、学校

行事又は学年行事のために 1つ の学年以上

が参加できない場合は中止。

3 町 バ ズ 日誌 の形式

以下に示す雛型は町毎、学年毎に冊子 として

配付しているものであるが、町によってはこれ

とは別に保護者用の日誌を作っているところも

ある。

昭和 年 月 日 曜
自 時 分

至 時 分

天

侯

損
雇
印

父苺出席者|  
‐ :1参

観者

欠 席 生 徒

教 科 学 習 内 容 問 題 点 と処 置

生
活

バ
ズ

感

　

想

生 徒
記

録

者父 母

4 町 別 中 学 生 徒 部会 結 成 の 動 き

本校では、地域社会、家庭教育 との結びつき

を重視 しているので、町バズも単に今までの町

バズ形態にとどま らず、各町単位による地域 ぐ

るみの自主的活動への推進 を図 らてい る。まだ

過渡期的段階であり、町にょらて格差があるが

既に着々と組織イヒが進み、円滑な運営 を行って

いる町 も出てきた。 (そ の経過については、第

3回 バズ学習研究集会発表要項参照 )

こ うし/た 改革、発展には、転位の苦 しさなど

もあるが、未来の展望 として、全部の町が地域

中学生部会結成への歩みを続けている。

幸い本中学校区の各育友会、小・中学校関係

職員、子 ども会、補導委員な どを含めた青少年

愛護育成協議会が組織結成され、活動を始めて

い るが、この町別中学生徒部会 もその一翼 を担

い 、文字通 り地域 ぐるみの協力態勢ができてき

た。すべてにその活動は姫路城や書写山の清掃

年



などの奉仕作業、テレビ局見学、公共施設訪間   か。町バズ変遷の歴史 もさることながら、現実

などの社会見学、キャンプ、プール水泳、栗拾   をDК めると問題点や困難点も多い。

ぃな どの野外活動、バトントワールの練習など    以下その苦しみや課題を列挙して提案とした

の多岐にわたり、地域生徒の健全な育成が期待   い。

されている。
①  10年前の町バズ発足当時 と比べ 、学校内

外の事情が大きく違ってきているが、現実に

5 同 和教 育 にお け る町バ ズ の役割     即する方法がなかなか見つからない。

② 学校規模が次第にマンモスィヒし、時代の風

本校に於けるパズ学習推進の発想はその初期   潮 と共に新たな問題が生じてきた。

におし`て同和教育 と無関係ではなかった。バズ  ③ 年度毎の職員、生徒、保護者の入れ替わり

学習の進展が即同和教育の進展であった。この   が大きく、年々共通理解や町バズに対する認

意味からも今後、町バズをどう進めてい くか大   識がうすれていく。

きな深題である。                ④ 学校行事や複雑になる校務 も町バイ学習の

同和教育の一環として行われている解放学級   ね らい、ねらいに対する価値感の相異の処理

の開講への運び、組織運営等、町バズの果した   と町イヾズとの兼合いの調整がむつかしい。

役割は大きい。同和教育を進めてい く上で、町  ⑤ 公民館などの町バズ会場の物的条件の格差、
バズの積み重ねが、学力充実講座や生徒たちの   収容人員の問題。

地区同和学習へ及ぼしたものは、かなり大きな  ③ 各町の町バズ態勢の格差の問題。

ものがあったと思 う。保護者の協力はもちろん  ⑦ 学機→ 町バズ会場間の距離と時間の問題。
のこと、生徒たらの出席率もよく、のびのびと自由  ③ 町バズ日(金曜日 )と 部活動の問題。

な、それでいて真剣な発言や学習態度が見られる。 ⑨ 形式化とマンネリイヒの問題。

今後も町バズは解放学級への土台づくりとし    ゃ もゝすると形式的に流れ、時間の無駄 と

てますます望ましい方向を探求すべきであろう。   とる向きもある。

⑩ 高校入試 tlj度 、改善への要求とのかかわり

6 問 題 点と今 後の 展望         の問題。

入試問題など現実と理想のからみ合いをど

町バズを始めて以来十年近 くな り、方法的に   う解決するか。

も定着イヒが見られるが、それだけにバズ実践上  ① 生徒の自主性と教師の指導性の問題。

の レールの上にあぐらをかいてはいないだろう

提案者  浜   田      宏

伊 勢 田  耕  一
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(3 父母 の役割

ア・ 父母 の うけ とめ方

イ。経 費

ク・ 部 落 バズの指導 と管理

に)部 落バズの展望

ア0子 どもの変容,父母の変容

イ・ 地 域づ くり

3 今 後 の課 題

(1)時 間帯の問題
仁1肴 ′つ4撃 、

ヌI′ :ヽ訂■學:ト
(2)実施 曜 日統一 の 問題

(3 教師 の指 導 と問題

に)父 母 の指 導能 力 の問題

(5)マ ンネ リ化 の 問題

(6)地域 の協力態勢

(7)そ の他
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第 7回 全 国 バ ズ学 習研 究 集 会

読 解 学 習 に お け る ひ と りひ と 夕の

思 考 能 力 を どの よ うに 深 め る か

麟 市立安室だヽ学校 国 光 里 美

1。 は じ め に

亥」々 と科学 が進歩し、情報があふれ、ますます

複雑イヒしてい く現代社会において、今、子 どもた

ちにどのような学力をつければよいか。

それは、問題に直面したとき、自らの力で対処

し、倉J造的に解決・処理してい くことができる能

力や態度であり、知識の量ではない。 この「創造

的にJと も` うことは「思考する」 ことである。

このことから考えると、学習によらて子どもたち

に培うものは「思考する能力Jであるといえる。

子どもたちひとりひとりが「思考する方法Jを知

り、その子なりに全力をつ くして考えていく道を

開いてやることが倉」造性開発への道であり、未来

に生きて働く学力をつけることであると考える。

この「思考する能力Jを国語科ではどのように

とらえればよいか。

指導要領の目標に「国語で悪考し倉J造する能ブJ

とあるが、このことから、国語学習は「 ことばJ

を媒介として F考 える」ことの学習であるといえ

る。児童自身が、ことばで思考する方法を知り、

自らの思考を構造イヒしていくことができる能力が

国語科で育成する思考能力である。

このように国語学習がことばを媒介 として「考

えるJ思考のプロセスをたいせつにする学習であ

るならば、学習内容を理解させればよい とい う解

説的、注入的な学習方法であってはならない。個

々の児童が知識として覚えなければならない基礎

的な学習を土台にして、能力の高い児童 も低い児

童 も、その児童なりに全力をう くして思考してい

く児童主体の学習が組織 されなければならない。

本校では、ひとりひとりの思考をたいせつにし

て、読む領域、すなわち文章の読解学習の過程を

とりあげ、どのように思考を広め、深めるか、ま

た、個々の思考を磨き、深めるためには何をどの

ように話し合わせることが望ましtr hの かに焦点を

しぼって実践してきた。

2.読解学習の基本的な構え

「文章を読むJと い うことは書 き手の心にふれ

ることであり、主題なり、意図なりをできるだけ

正確に理解することである。なぜなら、文章は書

き手が読み手を予想し、読み手に理解して もらう

ために、自分の思想や体験、思索などを、ことば

を媒介として表現したものだか らである。このよ

うな観点から読解指導とは書 き手が見たり、感じ
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ゝた り、考 えた りしていることを自己流でなく、書

き手 と共に自分の脳裡に感じとってぃ く能力 を育

てることであると考える。

そのためには、基本的な読解の操作 を児童自身

がふまえて学 習を進めなければな らない。文章全

体に一貫 して流れてぃる作者の意図を直観的に見

とおし、その見 とおしを もとにして検証し、主題

にせまってい く一連の過程 をい うのである。この

思考過程をふまえて、児童が主体的に読み深めて

い く中で.文章を読みとる力や思考力がつ き、処

理能力が培われてい く。

◎ 基本的な読解学習過程

基礎学習

分析思考

(1墨

力

貫 1)

見 とおしの上

に立って要点

を吟味する。

1分析・追求
|

集申思考

ざ

と

li)

この文章が強

くいいたいこ

とを結論づけ

る。

練習・発展

・ 読書、感想

・ 言語要素の定着

ことば、文字、語法

・ 評価

以上のょぅな読解過程の中で、読むこと、聞 く

ことの理解活動、書 くこと、話すことの表現活動

が、お互けに作用 しあいなが ら展開 され、子 ども

たちは思考能力を深めてい くことができる。

この児童主体の学習展開の中で、教師は個々の

児童の、思考の傾向を充分把握 し、分析して、観

点別にチエックし、問題点 を明確にして、個々の

読解の方向づけをしていかなければな らない。

たとえば、児童の読みとりが低い場合 は、思考

を深めるに足 る適切な課題を教材に応 じて提示し、

より質の高い磨 き合いに導いたり、児童の意見が

もつれてきた場合には、そのもつれを整理 した り

する。 また、問題の焦点がわきへそれたときは、

それを正道へ もどして話し合わせるな どの手だて

を加 えることが必要である。その場合、教師は学

年の発達段階に応 じて、目標を明確におさえてお

かなければな らない。
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文章をす らす ら読む

・ 新字・筆順・ 語句

発音

文章を見とおす

・ 文意を自分のことばで

まとめる。

・ 問題意識を持 ち学習の

計画をたてる。

たしかめ る

・ 登場人物の気持 ちの変

イし、場面の移 り変わ り

を調べ る。

0だいじな文を見つけ、

細部の表現に注意 して

調べ る。

・ 段落 ごとに要点をまと

める。



◎ 読解能力の学年目標 (基本的なもの )

学 年 目 標 の 内 容

1年

何の どんなお話か考えて読む。

何の どんなお話か、 どんな気持 ちか

わかる。

あらすじがわか る。

2年

文章に即して書いてあるとおりに、

順序をたどって意味を考える。

文章の見とおしができる。

3年

・ 要点をおさえて読む。

・ 文の見 とおしがで き、たしかめがで

きる。

4年

・ 文章を段落ごとにまとめて読み、段

落の関係がわかる。

0見 とおしから主題への調べ方がわか

る。

5年
書き手の意図や主題がとらえられる。

ひとり読みとりができる。

6年

・ 内容 と目的に応 じて、それに適した

読み方ができる。

あいろいろな機能の文章がひとりで読

みとれる。

3.ひ とりひとりの思考力を深める

パズの位置づけ

文章を読解す るのは4ri人 である。思考を深める

とい うことも個人の内面活動である。 したがって、

読解学習においては、
〃この文章を、自分はこう

読んだ〃とい う主体的な個々の読みとりが確立 し

ていなければならない。 しかし、個々の読みとり

は、低い読みとりであった り、主題 とのずれがあ

った りする。そこで、ひとりひとりの思考 (読 み

とり)を より確かな もの とするためバズ学習を位

置づけ、学習の効率ノ
fヒ をはかる。

学級全体の場では、発言の機会 も少な く、一部

の児童に偏 りがちになるが、グループバズにおい

ては、 4～ 6人 の小集団で話し合 うため、全員に

発言する機会が与えられ、 ひとりひとりが活動 し

やす くな る。しかし、グループの話し合いだけで

は、学習目標が充分に達成 されに くいので、 グル

ープで広げ、あつめた ものを、深 め、まとめてい

く、学級全体の話 し合い活動 (全体バズ )を加味

しなければならない。このような グループバズ、全

体バズを通して個人の思考が修正 され、より確か

な ものになってい く。

(小 集 団 )<学 級集団 > (小 集 団 )

(個人への定着 )

読解過程における具体的なバズの位置づけは、

「基本的な読解学習過程表Jに示してぃるとお り

であるが、「 あつめるバズ」は、自分の考えを、

友だちの考えと比較、検討することをね らいとし、

「ふかめるバズJは、見とおしをもとにして、文

章をくわしく分析し、追求して、要点を明らかに

してぃ くことをねらいとしている。また、「 まと

めるバズ」は、読みとった要点を、文章に即して、

深め、まとめることをねらいとする。

このような位置づけを原型 として、学年、教材、

児童の意識の流れなどを考慮し、いつ、どこで、
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何 を、 どれ くらぃ話し合わせるかを検討し、学習

の組み立てをしてし`る。

4.実践例

一∵話し合いによる

個々の思考の深まり方 一―

4年   「景びこめJ (光 村 )

◎園標 。子 どもをなんとして も助

けたい父親の、深し`愛情

を読みとらせる。

<言吼:[醤 [1傑 [言l見

とおし)を

〉

◎何がいいたかったのでしょっ。

思考 1(A児 の見 とおし )

※ 主題からはずれた見とおしをしてぃる。

◎ どんな見とおしをしたか話し合いましょう。

(1璽 :晨彗]』∫。子.F)ll」|:1)

<実践例 1,>

A 水夫は、少年を助けたかったんだと思 ぅ。そ

れは、水夫は船長にいわれな くて も飛びこん

だか らや。

B 私 も、水夫が少年を助けたいとい うことが言

いたいのだと思 う。船長に言われな くて も飛

び←:んだのは、早く助けたかったからだと思

-4-

つ。                       |

私 は初 め、 さるがふざけ回ってい ることがい

いたかったのだ と思 っていたけ ど、水夫たち

が、少年 を助ιナたかった とぃ う考 えに変わっ

た。

ぼ くの考えは少 しちが うんや。ぼくは、船長

が「飛びこめJと 言ったことがいいたからた

のだと思 う。あのとき、船長が言わなかった

ら少年は助かっていなかったと思 うか らや。

てっぱうで うとうとしたところ も気持 ちが表

われているわ。

水夫 と船長やったら、船長の方が気持 ちが強

い と思 うわ。

そうやな。船長みたいやな。なスノやわか らん

ようになったゎ。

私 も水夫やと思っていたけれ ど、自信のうな

ったわ。

これはやっぱり、船長が「飛 びこめ」 と言っ

たところが一番だもヽじなところやと思 うわ。

「 うつぞ。」もやと思 うわ。

思考 2 (あ つめるバズの後のA児の考え )

※ グループで話し合 ううちに、自分の思考の

ずれに気づき、修正することができた。

◎おとうさんの助けたいとぃ う気持ちは、どこに

強く表われてける1で しょう。

([僧『[』θ[菫員I::「i:菫憮彙1)
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少年が飛びこんで、 40秒後に水の上へ

上がってきたこと。少年がマス トか ら落ち

るひょうしに、水夫たちが飛びこんで、つ

とめをはたしたことがいぃたぃ。

はじめ、水夫たちが助けてやったことだ

と思っていたけれど、ぃまになってはっき

りわかった。父がむすこを助けるために、

「飛びこめ」と言ったことがだぃじだと考

えるようになった。父が「飛びこめ」とい

うのが、この中心になっているのだと思う。
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助かってよかったとい う気

児童の意識が「飛びこめ」のことばに集中

し、助かった後の父親の心情追求が浅かっ

たので、助かった後の心情を追求する課題

を提示し、深めることにした。

しました」をもっとくわしくしていると思う

わ。

「船室へかけこんだJと い うところもうれ し

い気持 ちや。べやの中にはいってか らはもっ

とないてけたと思 う。甲板にい るよりも思い

きりなけるもん。

船室の方が泣いて もわか らへんか ら落着いて

泣けると思 うわ。

助かってよかった。みんな、あ りがとう、と

ぃ う気持 ちもあると思 う。

※ 話 し合いにより、思考が深まっていってい

るが、グループの話し合ぃだけでは深ま り

方が浅い。

<実践例 3>  全体バズ

◎グループで話し合ったことを出し合いまし ょう。

人にみられないように船室へかけこんだとい

う文からうれしい気持ちがわかります。

水をはき出す前に死んでいたかもしれないの

に生きてしヽたからよけいにうれしかって、泣

きだしたいほどだったのだと思います。

少年が飛びこえ″だ時のおそろしさも残ってい

るのだと思います。

すごくうれしかったのだと思います。ほんと

うは死ぬ可能性の方が多いかもしれないし、

生 きる可能性の方が多いかもしれなかったの

でしょう。 どっちになるかとい うことで、船

長はものすごく心がどきどきしていたけれど

助かったからよかったとい う気持ちがものす

ごく表われていると思います。

ぼくはうれしいとい うことをくわしくした文

があると思います。それは「 自分の船室へか

けこんだのです」 とい う文です。自分のへや

へはいって人にみられたくないぐらい泣きた
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いというのはうれし泣 きがしたかったか らで

す。

自分の方法で助かったのでしょう。 もしその

方法で死んでしまったらおとうさんは自分で

殺したと思ってかなしむと思います。だから

助かって、すごくうれしかったのだと思いま

す。

今まで Iの ようなことは考えていなかぅたけ

れどそんな考えもあるのだと思いました。

(以下略 )

◎ トルス トイは何 をいいたかったのでしょう。

(各自、主題をまとめる。)

思考 3(A児 が まとめた主題 )

父は、むすこをどうにかして、 うまく助

けたいと思ったのだ。そして、むす こは父

を信 じて飛びこんだ。むすこがいきをふき

かえしたとき、泣 きたひ ぐらい うれしい、

助かってよかったと思ったところがけいた

かった と思 う。   |

※ 見とおしを修正し、読み深めて、話し合う

うちに、父親の深い愛情に気づいていった。

このように、グループや学級全体の中で話し合

い、磨き合ぃながら、自分の思考のずれに気づい

たり、訂正したりして、主題へせまってい くこと

ができるようになった。これはパズ学習の成果で

あると思う。

今後の課題として、むだのない、質の高い話し

合いを効果的にさせるためには、どのような手だ

てがたいせつか、さらに考えて深めていきたい。
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第 7国 全国バズ学習研究集会

自主性を育てるパズ学習

二 学習態度について一

豊 ノ:I市 立 千 両 小 学

丸   山   正   克

は  じ め |こ

学習理論 といわれるものは、それなりの実験 と

臨床事例の中から生まれノてきたものである。しか

し、それが一つの理論になると、抽象化され具体

性を失ってしまうので、現場に導入するのにかな

りの抵抗がある。とりわけ、態度のようなエモー

ショナルな部分になると、理論的にはわかるが、

具体的にはどうしたらよいか困るというのが事実

であろう。

オールポー トの態度形成のプロセスを考えてみ

ると、自然発達の過程で態度形成は十分可能であ

ると思われるが、より効果的に自ら態度形成に努

力することが可能になるような方法について、あ

る種のシステムがあろうという前提に立って、一

学期間実践をしてきたので、考 え方 と経過を述べ

て問題提起 としたい。

なお、学習態度ということばをここで使ってい

るが、学習については、子どもの学校生活、そこ

で活動することは全て学習であると考えている。

また、態度というのは、それらの活動をより意欲

的あるいは、目的にするためのエネルギーである。

したがって、学習態度というときは、教科指導

とか生活指導の場でとかという使い分けをしてい

ない。

I実 践 の 基 本

日常実践は、教育活動である。その基本は三

つの要素からなる一連の活動である。

これは基本的な考 え方である。 このサイクルに

必要な要素 として何が考 えられるか、そ して、そ

れ らを有機的にどう結びつけるかとい うことにつ

いては、決定的な公式や方法はないまでも、 より

望ましいものがあるのではないか。

Ⅱ 仮   説          ‐

子 どもたちが自己を理解する場を設定し、そ

こで発見 したものを目標 として設定すれば、子

どもたちの学習態度は変容するであろうし、そ

の活動はスパイラル的に向上 していくであろう。

亜 実 践 と 経 過

(1)爾 標 の設 定

日標 というのは、突然、だれかが作るとい

ったものではない。たとえ、それが教師の手

によるものであっても、子 どもにとっては、

自分たちが設定 したものより価値の低いもの

であるといえそうである。 (第 3回発表要項

豊川市立中部小学校 )

目標は、子 どもにとって当面の課題である

ことが望ましい。子 どもたちが、今なすべき

ことは何 であるか。何が大切であるかを見出

した り認めた りする必要がある。

目標は教師だけ知っていればよいというも
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のでもない。子どもと共に作 りあげてこそ、

子 どもにとって価値の高いものになる。それ

は、子 どもたちが、自分自身で課題に気づい

ていく過程であり亀自己評価であり、学習を

自分のものにしていく過程である。

夢学 習 記 録 聾

自己評価の一方法である。時間害1に したがつ

てその日の学習を全て記録をするという簡単な

ものであるが、継続的であるということと、人

に頼よることができないという告1約 がある。

(1)自 分のことを自分で記録することから、他

律的な態度からの脱度を期待する。

(2)記録することによって自己評価をし、フィ

~ドノミックし目標の設定の足がかりとする。

(3)よ り確実な記録をするためには、情報や援

助も必要になるという意識の開発を期待する。

つまり、子 どもたち一人一人が、自分はどう

であるのかという自己理解の方法としてとりあ

げているのであって、記録という操作を通して、

自己の目標に少しでも近づこうと努力すること

を期待 しているわけである。

子 どもの主体性とか自律性を期待 をするとは

いえ、必要なことは指導 したり、知識として教

えたりすることは当然である。

(1)学習記録を書く目的を説明し書くことを要

求する。

(2)一週間は共同で書かせる。

(3)二 週間めからは個人で書かせる。

そして現在に至っているが、「 遊んでいたの

で、わかりません。J「 ノー トをとらなかったの

で、何をしたか忘れました。」というコメントが

つくようになった。非常に具体的な形で自己評

価がなされるようになるまでには、多くの時間

は必要としなかった。

「 学習に参加するということは、自分の考え

を発表することである。」という目標を設定した

ときには、既に子どもたちは、学習参加のあり

方について、いくらかの自己評価がなされてい

るので、具体的目標の設定はそれほどむつかし

いものではない。

(1)学習記録を積極的につけようとする。

(2)発言の片寄 りが目に見 えて解消される。

(3)発言の競争からグループ内での協同場面が
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あらわれる。

これらの意識の変容は、自分たちで目標の設

定 というところまで高められる。そして、 日標

に向って協調行動が見 られるようになる要因を

考 えてみると

(1)目 標の設定、行動の変容の必要性 を発見で

きる場 を設定 した。

(2)要求 したことに意味を持たせ、得たものを

組織化 した。

教師の一方的要求にとどまらないということ

が必要であるとともに、子 どもたちか ら出たい

くつかの要求を抽象化することなく組織するこ

とが重要な要因であろう。

自己理解 )の 場の

自己評価 1設 定

(学習記録 )  (評 価カード)

「 評価カー ド』

組織するということは、形式を作ったり枠組

みをめん密にしたりすることではない。子ども

たちが高まっていくように、また、高まってい

こうとするような意欲 とか必要性を発見できる

ような場の設定をしたり、援助をしたりするこ

とである。 したがって、それは、ある段階を追

っている。

(1)発言 カー ドと称 して、曜日と時間のみ記入

したものを渡 し記録させ る。

こういうものを子 どもに与 えると、必ず と

いってよいほど問題や要求がでてくる。

(2)二・三子 どもたちの要求をとりあげて欄外

に記入 したものを配布する。

自分が行動の基準 としてとり出 してきたも

のであるため、かなり意識的な行動がみられ

る。

(3)子 どもたちの要求 と教師の要求をつきあわ

せて評価基準を作 り子 どもに与 える。(現在 )

評ln‐ 基準の設定については、特につぎの二

点に留意 した。

① 一方的に教師の半1断 で決定しない。

② 完全実施主義で、どうせやるならという

ことで詳細な基準はかえって子どもが混乱

す る。

(評価カード)
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子 どもたちの態度は大きく変容 したにも拘 ら

ず、アンケー トをとってみると、「 あまり役に

立たなぃ。」という回答がかなりでてきた。この

ことはいったい何を意味するのか、時間 をかなり
‐

て追求 しなければならない問題である。

(2)学 習経験の組織化

教師の方針や半J断 を前面に積極的にお し出さ

ないということは、子どもの学習の経験の組織

化の一つの方法でもある。学習経験の組織化 と

いうのは、教師が組織化 してやるのではなく、

子 どもたち自らが組織 していく過程である。教

師は、それを援助すべきである。子 どもたちが

目標 を設定 し自分たちで今までの経験 を組織 し

目標を達成するという過程 をさしているわけで

ある。

夢学 習 記 録 彗|

目標の設定のところで退、れてきたが、自己評

価は教科学習に片寄ったり、生活指導の一部で

行われるべきもので :ま ない。

経験の組織化 も一部に片寄るべきでない。学

習 というのは、子 どもの学校生活での行動にお

きかえることを原貝1に している以上、何 らかの

形で全てが組織化されるべきである。

組織化は、集団でするのか個人でするのかと

いう問題 もあるが、個人の活動 を基盤にすべき

であり、それをお ざな りにして組織化は存在 し

ないと考 える。

ここでは、個人が毎 日の学習の結果 をどうす

るのか何 らかの形で再 生 し、 自己評価すること

が組織化の方向であるという考 え方 をとってい

る。

重要なことは、子 どもが記録することは、教

師に対する評価であるという受けとめ方 をする

ことである。そ して、教師も敏感に反応する努

力 をしなければ組織化はできない。

F学 習 計 画 J

集団で組織化する方向である。 ことばや理論

としては簡単であるが、実際はかな り困難をと

もなっている。

しかし、学習を組織化 しようとするときには

あるプランにしたがって行動するほうがより効

果的であろう。これは換言すると目標の連続で

あるとも言える。それを学習計画といって子 ど

もにとり組ませている。

(1)課題分析

与えられた大課題、例えば商店はどんなは

たらきをしているかという単元の課題から、

今までの学習の経験から何を学習するのかと

いうことをはっきりさせるのが具体的なねら

いである。

話し合いの中に自分の経験を持ち出し、み

んなで綜合 して課題の形に作りかえるという

操作、これは組織化にほかならない。

「 何のために、何をするのか 」というのは、

目標の設定であると同時に、過程では、学習

の経験の組織化が行われているとみるべきで

あろう。

(目標と計画)＼

1集
団一学習卦畠

1

/

計画的継続的に
行動す る過程

||

学習の組織化

計画を立てることにも意義はあるが、それ

にしたがって実践することに学習の組織化の

キーポイントがあるのではないか。集団での

組織化は個人の組1哉化の結果である。いたず

らに相互作用をさせることは、かえって落伍

者を作る結果になる。思考のスピー ドの速い

もののベースが優先するからである。

侶)評   価

子どもたちの学習は評価の連続であるとも言

える。「テストができた」「漢字がかけた」

「 まちがった」というのは、自己評価の結果で

ある。

しか し、態度のように直接形になって現われ

ない部分については、形成 されたかどうか知る

ことはできない。行動 をひき起すエネルギーの
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ようなものであれば、表面に出た行動から推理

することしか確める方法はない。

評価の大切さ、改善の必要性が強調されてい

ても、いぜんとして理論的にも方法的にも混と

んとしている。

少くとも、ランクづけをするための評価より

子 どもが持つ能力をフルに発揮できる場と意欲

を引き出すための努力は続けなければならない。

また、子 どもたち自身が、自らを指導する、

自己指導の技術や方法を獲得することも含めて

評価を考えなければならない。

「 個 人 活動 』

学校という集団、学級という集団の中で営ま

れるさまざまな学習活動は、個人に還元されて

いなくてはならない。教師が確認しておればよ

いというものではない。子 どもたち一人一人が

確認できていなければならない。

これまで述べてきた具体的な方法は、ある意

味では評価の技術ではないかと考えている。

(問人活動は、得たものを個人レベルで実践さ

せてみようという試みである。ありきたりの言

い方をすると「 宿題 」を自分で計画し実践する

ということである。計画をし実践をするという

過程、ある目標達成のためのプランニングと実

践ができるかどうかということをとりあげて自

己評価させるということである。

評価 した結果、望ましい行動であればそれは

強化されなければならない。したがって、結果

は発表 し認めてやる場を設定する必要がある。

冶れを「 朝の活動 」といい、発表を全て「 研究

発表 」とし認めてやる場を設定している。結果

は、評価するより是認することの方が態度形成

の上では重要な刺激となる。強化因子としては

有効ではないかと思われる。

F個人内競争聾

バズ学習の基盤は人間関係の形成にある。そ

れは協調に代表される。評価活動はややもする

と競争におきかえられがちである。競争を全 く

否定はできないが、協調が存在しなければ歪ん

だ集団を形成する以外の何ものでもない。競争

という人間の某本的な心理 を「 個人内 」にいか

そうということである。「 きのうよりも、前よ

りも進歩しようとする努力 」を強調することで
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ある。「 わたしはこれだけ進歩したが、あなた

は全然進歩 していない Jこ こには、人間が元来

持っている競争の心理に巧みに生かされること

になる。「 評価カー ド」は個人内競争の一方法

でもある。記録しておくことは、自己評価 し、

個人内競争ができる必要条件である。
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学習態度 をつ くるというのは、子 どもの行動 を

どう意味づけてや るか、段階 を追ってより高い目

標が設定できるような場の設定に対応 して形成 さ

れるものである。特に、段階 を追って高められる

ということについては、教師のプラニングの大切

さも必要であるが、教帥 を含めた学級集団の人間

関係がよりよい方向を指向していなければならな

レ`。



第 7回全国バズ学習研究集会

巫主性を育てるバズ学拗

―― 学習指導 と生活指導の統合をめざ
｀
して一―

新潟県刈羽郡刈羽村立刈羽小学校

酒 井 喜 久 司

は じ 勢 に

昨年 4月 に現在担任 している22名 に接 し、その

実態 (後述 )か ら、学習指導面に小集団による話し

合い活動を通して児童ひとりひとりの力を伸ばすこ

とを試みた。

この研修は一学級の学級経営の一端であり、学校

体制、あるいは地域体制による研修でない ことは、

多くの問題点を未解決のままに残していくことにな

った。それ らの中で最も早急、に解決 しなければなら

ないのが、小集団活動を通 して学習指導と、生活指

導を統合するということであろう。

一 、 主 題 設 定 の 理 由

1.教育の課題か ら

児童ひとりひとりの力を伸ばすとい うことは

教育の今 日的課題の一つであることは誰もが認

めるところである。ひとりひとりを生かすとい

う第一歩は、まず児童を活動させることと、と

らえその活動を生み出す場 として設定 したのが

小集団による話 し合い活動である。

生活指導面からとられた時の小集団活動を考

えると、単なる仲よじグループ的な活動に終え

ることのないように考えた。

一つの課題解決にむかっている活動の中で、

お互い の責任遂行 と、お互いに認め合 うことに

より人間的なふれ合いを深めるとい う厳しさを

もったふれ合いとぃうものを考えた。

2.児童の実態か ら

児童数 男子 11名、女́子 11名 計 22名
児童数 の上からみると、よくバランスが とれ

体位の面か ら見ても特に差はない。

しか し問題になるのが学力の面、あるいは積

極性、主体性という学習や生活態度を とりまく

問題点である。 ここでは生活態度的な面は観察

(こ よるもの、学力の面は 48年 3月 実施の教研

式学力検査により両者 のちがいを示 したい。

(1)学力のちがい

各教科 の男女の順位を 見ると次のようにな

る。

〇印男子  △ 印女子

数算

科

irp t2alzt
△ |△ |〇 |△ |△ |△ |△ |〇 |△

1 12 6 14

〇 |○ 〇 |○ ○ 01△ |〇 10¬ 〇lo
113

△ |△

| JJJPI呵西

「
△ |△ △ △ |△ 〇 |△ |△ |△

○ ○ ○ ○ ① 〇 ○ ○ ○ 〇 |△

21 122

△ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ |△

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ △

11 lta 20

△ |〇 |△ △ △ △ △ △ △ △ △
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以上 のような結果を見ると 4教科とも上位を

ほとんど男子が占め、残 りを女子 という結果が

でている。この表は単純に得点順にな らべたも

のにすぎないが、こめ学力の差 (学カテス トを

学力と仮定して )を解消しないかぎリケよ ひと

りひとりの力を伸ばし、お互いの価4tLを認め合

い、高め合 うとい う教育のね らい lrt達成できな

いと考えた。

(2)生活態度か ら見て

0男子をたよる女子

8女子を信頼しない男子

小学校入学以来メンバーは減ることはあ って

も増えることはなか った。その何年間かの生活

の中でいろんな面におけるお互いの力を知 りつ

くしているとい うのが実態である。

上の二つに代表されるタラスの雰囲気は、学

習時においては、女子はわか らなくてあた りま

え、学級会活動等においては、計画ゃ指示は男

子 という実態を生み出していた のが、昨年 4月

時の実態である。

二 、 パ ズ学 習 運 営 の 基 本 的 な 構 え

1。 自分の考えをもつて学習に参加すること

バズ学習は、人に助けてもらったり人の意 見

を一方的に受け入れる場ではない。たとえ断片

的であっても、不充分なものであっても自分の

考えをもつて学習に参加 しなければならない。

自分の考 えをもつ ことにより、他との比較 とい

うことも可能になる。その最少限の考えを気軽

に、出し合えるのが小集団の話し合い活動であ

る。

2.自分 の考えを拡大 し、深める場である。

児童の思考がある時点でゆきづまった時、そ

の児童はそのままの状態で一時間、あるいは一

単元を終わらせることがある。そのような時に

仲FB3と の話し合いや意見の交かんを容易にした

のが小集団学習である。話し合いの中で解決の

糸口を見つける者や、より確実に理解する者も

いる。

5。 小集団で結論を出すのではない。

話 し合 う内容によっては結論を必要 とする時

もあるが、多くの場合においてはひとりひとり

の考え方は生きていることを念頭におかねばな

らない。

つ まリバズ学習においては、常に自分の意 見̀

と比較し、批判 し、受け入れ、主張するという

活動がなされるべきであって、それ らのものを

まとめるというものではない。

4.望ましい人間関係の育成をめざして

「蝶 団であろうと、学習が行なわれる場は学

級であり、その学級の成員によって構成 された

社会の中で教育が行なわれていると考えねばな

らない。そのよ うな前提にたつと、学習のため

の授業とい うより真の人間教育をめざした授業

の内容、形態が とられるべきである。

人間はその所属する社会で人絡が形成 され る

ことが肯定 された ら、その社会を教師のもつ望

ましい価値体系に組み、さらにそれを児童 と教

師の共通なものとしていかなければならない。

二 指 導 の 実 際

1.国語科の指導で

(1)バズ学習の基本を国語科で、国語科の基本

をバズ学習で。

バズ学習を支えているものを技能的にとら

えた時  「 聞く話す」の力であると言える。

逆に考えた時には「 聞く話す」の技能修得

の場はバズ学習にあると言える。

そのように考え、まず話し合いの技能を高

めるという意味から「 聞く話す」の技能を洗

い出しその定着を図った。

〔話し合いの約束〕

○自分の意見を発表する時

私は ～ .思います。その理由は ～

だからです。
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，Ｌ

ｌ
ｌ

o質問する時

0～ 君に質問します。

o人 の考えにつけたしをする時

0～ 君 の考えにつけたします。

0賛成の時

・ ～ 君 の意 見に賛成 します。

o反対 の時

・ ～ 君の意 見に反対です。

上記のものはごく一般的なものであるが、

これ らが定着 していないと、話 し合い活動は

成立 しない。これ らのことは国語科でその基

本的な指導としておさえ、学級会や他教科で

その修得をめざした。

〔話 し合いのかたち〕

班や学級全体で話し合 う時でも人数の多少

はあってもその形の基本型ぞ次 のようにおさ

えヽ指導にあたった。

O対人法  二人一組で話 し合 う。

O輪番法  ひとりずつ順番 trd意 見を発表す

る。

0自 由会話 司会者を中心に全体が 自由に話

し合 う。

〔司会者の育成〕

国語科における話 し合い活動の単元は各学

年 とも年間一日程度である。その中で発表の

方法も、型も、司会者の育成もということは

ほとんど:不可能に近い。そこで本年度初めか

ら、なるべ く多くの機会をとらえて司会者の

育成を考えた。

O何 を話 し合 うのか明確にすると

o会議、話 し合いの型をとらえ、それに合 っ

た進行をする。

O発言しない人にも目を向ける。

o発言内容のメモなわずれない。

o発言内容の整理を心力ヽ ナる。

以上のように国語科の指導においては話 し

合い活動の基礎技能の修得に力をいれてきた。

2.社会科の学習を通 して

社会科におけるパズ学習を考えた時、どんな

学習場面で どのようなね らいでその形態をとる

のか明確に しなければならない。以下考えられ

るものを次に挙げることにする。

(1)協同調査 の時

今まで の実践場面ではこのやり方が最 も多

く見られた。多くの資料の中からね らいに即

した資料を集め活用するとい うことから、ひ

とりひとりがまず調べ自分なりの調査結果を

持つという態度の育成に努めた。

このように、調べるという作業を通して、

学習の方法、結果に対する自信を持ち始めた

ように思われる。

(2)協 同作業

このことは説 明の必要もないが、ひとりで

や るよりも能率的な場面、た とえばグラフ、

年表、地図の作成というような時である。

このことは学習効果を高めるという面より

も学級内の人間白りふれ合いを深めたというこ

とである。一斉指導時の児童の表情とこの時

の表情、あるいは協力のし方は男女を問わず

に生き生きとしたものが感じられた。

(3)集団討議

小集団学習というと話 し合い活動により結

論を…… というのが通念であるように思われ

る。 ある学習課題に対 して解決まで の計画、

作業、話 し合い、結果 とい う形で始まったが

今では児童の意 見Ъあり、出された意 見がそ

れぞれ妥当性をもっているものな ら無理して

まとめることはしない方向へ行 っている。グ

ルー プの中で 17■ こうい う意見があ ったという

のが、班長 の発表のようであるQ

以上の三つの形態をその単元の指導計画によ

り、どこでいつとぃうことを考え授業を展開 し

てきたが、指導面の強い指導学習とのかね合い

等で残された問題点は多い。夕」として一単元を

通した学習形態を次にのせるo
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第 5学年 単元「 わが国の工業の現状」

※ここでいう指導学習とはどちらかと言えば教師

が中心になって学習方法ゃ内容の説 明まで行なう

授業方法であり、′蝶 団学習はそれ とは逆に児童

中心になり、与え られた課題や、課題を 見つける

ことか ら学習を進める学習形態を指す。

今までの実践をふりかえってみると、前者は単

元の初めの部分に多く、次第に後者が多くなると

いう単元の指導になったように思。われる。

もちろん一時間同じ形態ですごすということで

ないことは言うまでもない。

四、 まとぬ と残 され た 問題 点

1.小集団指導とバズ学習の関係

この点については指導者自身が明確なちがい

あるいは役害Jを もたなかったためか、あいまい

な面が残ったが、あくまでも小集団学習の中の

パズ学習というとらえ方で今後も進みたい。

2.学習指導と生活指導の統合について

形の上での統合にとどまったが、学習してい

る中にも、自己を高め合うというきびしさをも

ったふれ合いのある学級にしていきたい。それ

には、まず自分の考えをもつということ、集団

内の責任を遂行するということを重視していき

スニい。

3.話し合いの技能を高める。

集団内の話し合い活動をスムーズに運ぶ第一

の条件である話 し合いのルールなどについては

国語科を中心に、その技能の定着と他の場面で

の活用を通 した高まりをね らってぃきたい。

4.リ ーダーの育成

活動の核 となるべき児童の力量は、グルー プ

の質の向上、あるいは学習成果の高まりという

面に大きな力をもつ。平均化している集団内で

核になる児童の少ない実態の中で確実に リーダ

ーになれる児童を一人でも多くすることも重要

な課題である。

現在 担任してから一年半が過ぎようとして

いる。多くの問題点をかかえた小集団学習であ

ったが、標準学カテス トの平均点の向上、ある

いは、日々見ることのできる児童の変容を励み

に明日からの実践にあたりたい。

次 学 習 内 容 1時数 学 習 形 態

一
次

（
工
業
生
産

の
よ
う
ず
）

0わ が国の工業製品

・生産額の多い工業

製品

o機械工業

・全般

。輸送用機械

。電気機械

'い っぱん機械

o金属工業  、 |

○化 学 工 業       |

1

1

1

1

o指導学習

0小集団学習

o指導学習

o指導学習

O小集団学習

〇小集団学習

o指 導 小集 団

学習

o指導 小集団

学習
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わ
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o指導学習

〇小集団学習

○小集団学習
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               言

すべての子どもを参加させ

理解させる創造的授業過程の研究
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1.は じ め に

生徒ひとりひとりの学力を高め,相互の

人間関係を深めようとして進めて きたバズ

学習への取 り組みも,今年で9年目を迎え,

全教師が前向きの姿勢でとり組み,共通理

解のもとに学習 を深め,同 じ基盤に立ち推

進してきた。

この間多 くの問題点が提起 され;研究が

進み深まることによりさらに新たな問題点

が生じてきた。乙れらの中には解決され再

提起 されたものも多い。一方,生徒増にょ

る学校規模の拡大イL(本年は40学級,1614

人,教員数62カ や毎年 4月 の宿命的な教

師集団の異動は,お互いの共通理解にFn3題

点を残している。

このような現状の中で,パズ学習につい

て教師自身が共通の基盤を求めて,本年度

は「バズ学習の原点にかえれ」の合言葉で

研究体制の確立をはかることにした。

まず,今年度の研究の焦点をどこにおく

かについて4月 当初話し合い,昨年度の反

省に立って今年度の研究を進めることを確

認した。また,全教師が意欲的にできるよ

うな調査を実施し,研究主題を設定した。

2.研 究 主 題

上の結果を総合して,本年度の研究主題

を「 すべての子どもを参加させ理解させる

創造的授業過程の研究」と決めた。

(1)方  針

● すべての子どもを参加させ,わかりや

すい授業を効果的にするために, これま

での「パズ学習」の研究をさらに深める。

・  全教師の共通理解のもとに,授業公開

を中心として研究をすすめる。

・  短学活,そ の他 日常の学校生活の場に

おいても指導の充実をはかる6

(2)具体的方法

・  研究会は毎週本曜日に開 く。 (全体会

は原員Uと して月 1回)

・  学年Sllに指導冒標 0実践計画をたて研

究の充実をはかる。

・  Fバズ学習のてびき』の活用によって,

学習面。生活面の体tll.づ くりと深まりに

役立てる。

e 学年部会・ 教科部会 。全体会では 1～

2名 が研究授業を実施 (年間全員授業公

開)し ,課題,と りくみ方,評価,そ の

他「わかりやすもヽ授業法」について授業

実践を通して研究を深める。

・  学年部会・ 教科部会と全体との調整 を

はかる。

6 少経験者の研究会,授業交換,短学活

の参観を全校または学年ごとに随時計画

し実践する。

）・
．．

●

　

ｔ



3。 主 題 にせ ま るた めに

(1)学習への体制づくりの確立

・  生徒にも理論を

・  班編成の意味とその方法

・  班長とメンバーの機能

・  教室の環境

(2)意欲的な学習参加への教師の手だて

・  学習意欲を高める要因 (満足感・集中

度・ 積極度 0意味感 0帰属感・競争と協

力)があり, これらのいくつかを授業の

中に意図的にとり入れていく。

(3)教材の精選の大切さ

・  豊富な教材研究をもとに,目的達成の

ためには何が柱になるのかを精選し,組
立て,順序立てる。

・  生徒の関心,能力などを考慮 し,そ の

教材を通 して生徒が主体的に活動できる

ようにする。

(4)授業の組織化のための教師の指導性

・  バズ学習のめざす態度的目標を達成す

るために,教師の留意すること (協調・

積極性・ 競争
‐と協力など)6

● すべての子どもがわかるための課題の

内容・ 提示の方法。

(5)一般的な学習の流れ

準 備 課 題 …・・ …
な 説 明 .助言

鶴 市瀦 笏 獅 宴魂 撃≧

↑
準
備
過
程
―
↓
　
↑
―
中
心
過
程
―
↓
　
↑
―
確
認
過
程
↓

(6)よ い課題の条件

・  指導目標達成のための手がかりとなる

もの。

・  単元や題材の中での位置づけが明確な

もの。

・  適当な困難度を持つもの。

・  高度の段階への発展性のあるもの。

・  興味を喚起できるもの。

・  多くの生徒に解決できるもの。

・  限られた時間内にまとめられるもの。

・  テキストなどの資料により解決するこ

とができるもの。

・  単純化したり,ま とめやすくしやすい

もの。

徒

・ 次時学習予定 を指示

。前時学習事項を短学活で確認

・ 家庭で復習,予習課題の調べ,次時の準

備

（

導

入

）

中

心

過

程

（

展

開

）

一　
　
確
認
過
程

（
整
理

）
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10各 自教科書,予習ノート,資料 を基に課

1 題と取 り組む。 (予習段階での疑間,間

1 題点。準備過程での集団思考上での再発

1見 特 掛りとしながら清一杯考えの

|。 班毎に班長の合図で話し合い, 1人 が発

1 言,皆で聞く  討議=「良いのか,違

| うか」「どこが違うわ」「何をつけ加え

| るべきか」「何を修正すべきか」「資料

| はどこにどんなものがあるか」「どこが

1 解らないか」「どこ迄解るか」「班の結

1 論は」

|・ 個人の思考がパズを経て小集団思考へ

|◆ 別のいくつかの班から発表

|・
報 鑑 しあい

|

|。
本時の学習で「何が最も大事か」をつか

| む

|・ 中心課題を解決した力でもって,そ の発

展として「何ができる0」 に取 り組む。

|(調べ.考 え。解き。話し合い。まとめ)

・ 班発表,個人発表
‐。本時復習課題,次時予習課題の確認

イ固人 で考 える ←一一→班 で話 し合 う
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3.主題 にせ ま るた めに

(1)学習への体制づくりの確立

・  生徒にも理論を

・  班編成の意味とその方法

・  班長とメンバーの機能

・  教室の環境

(2)意欲的な学習参加への教師の手だて

・  学習意欲を高める要因 (満足感・集中

度 0積極度・意味感 0帰属感・競争と協

力)力 あゞり, これらのいくつかを授業の

中に意図的にとり入れていく。

(3)教材の精選の大切さ

・  豊富な教材研究をもとに,目的達成の

ためには何が柱になるのかを精選し,組
立て,順序立てる。

o 生徒の関心,能力などを考慮 し,そ の

教材を通して生徒が主体的に活動できる

ようにする。

(4)授業の組織化のための教師の指導性

・  バズ学習のめざす態度的目標を達成す

るために,教師の留意すること (協調 0

積極性・ 競争と`協力など)6

● すべての子どもがわかるための課題の

内容・提示の方法。

(5)一般的な学習の流れ

準 備 課 題 … … …
必 要 な 説 明 .助言

発 表 ,学 級
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(6)よ い課題の条件

・  指導目標達成のための手がかりとなる

もの。

・  単元や題材の中での位置づけが明確な

もの。

・  適当な困難度を持つもの。

・  高度の段階への発展性のあるもの。

・  興味を喚起できるもの。

・  多くの生徒に解決できるもの。

・  限られた時間内にまとめられるもの。

● テキストなどの資料により解決するこ

とができるもの。

・  単純化したり,ま とめやすくしやすい

もの。

教 徒

。次時学習予定 を指示

。前時学習事項を短学活で確認

・ 家庭で復習,予習課題の調べ,次時の準
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班学習の状況 を確認

前時学習か らの質問への解答

本時の学習主題,学習の見通 しを

明示             |

課題への考 え方 ,糸 口,資料の見 |
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班の発表内容の問題点 を整理把握 |
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4.実 践 の 中で

(1)課  題

課題とは,そ の教材の指導目標と生活

の学習活動の間にあって,思考,問 題解

決等の働 きや知識技能の定着をうながす

ものである。よい課題の条件は前に記し

た通 りだが,多 くの実践は,課題そのも

のが授業を左右する力があることを示し

ている。

≪研究例と問題点≫

ア.意欲的に「話し合い」にとりくませ

る課題のあり方 (社会科)

・  生徒の生活に密接しているもの,わ
かりやすい具体的なものを資料として

活発な話 し合いを組織する過程で,課
題の本質に迫 ることをめざした。

・  問 題点

学習意欲を高めるために課題の内容

や提示方法が重要であるが,生徒の生

活経験に根ざしたわか りやすい課題の

時は話がはずみ,教室全体が生 き生 き

するが,話 し合いが本質にせまろうと

する所でのつまづきが目立つ。

イ.積極性,持続性 をもたせる課題の提

示。 (体育科)

・  単調になりがちな長距離走で個人め

ペースを記録表に記入することにより

目標タイムの設定と到達のためのペー

スを各自に作 り上げさせた。

(2)評  価

より多 くの生徒を意欲的に学習に参加

させるための評価の方法にはいろいろあ

るが, どんな時, どんな形でという配慮

と,内容や形式を考えた評価でなければ

ならない。そこ、で,今年度は学習過程 (

授業の流れ)の中での評価の問題点を追

求することにした。

本時の目標には,認知的 (知的理解面)

な目標と,態度的 (活動,聞 き方,自分

の考えをまとめる等)目標 とがあり,そ
の目標に到達するための課題,そ れに対

して到達までの過程における評価と, ど

こまで日標に到達できたかという認知面

の評価 は,欠 くことので きないものであ

る。

≪研究bllと 問題点≫

学習意欲を高める手だてとしての評

価のあり方。 (技術科)

・  問 題点

本当はわかっていないのに,班で話

し合いをすればわかったような気にな

る生徒がかなりいる。「 わかったらい

ってみよ」「 やってみよ」等相互評価

はさせるが発見しにくい,ど うすれば

真に意欲的にとりくませるかを探 りた

い 。

・  体育科,技術・ 家庭科などでとりく

んでいる満足度,充実感,帰属感など

は評価と関連が深いが,学習結果の評

価が次への意欲につながるような評価

はどうあるべきか。

(3)意 欲づ け

〇 意欲をもたせるには

・  欲求を喚起するような課題の提示。

・  目標を保持 し達成するまでは目標を

他にそらせまいという意志,~態度:

目標の転換を拒否する意志の強さは性

格特性 (主体の淡自,気の変わりやすさ)

や,対象に対する価値判断や魅力 |と ある。

困難さ,つ きあたりなどにより,学習が

進まないと心理的緊張状態 (不快,不満

失敗のおそれ)と なり, これの克服,成
功によって満足感が生まれる。

このような経験の反省によって試練に

対してや りぬく意志的行動の強化となり

学習意欲を育てるものである。

○ 学習意欲と態度

・  話し合いを深めるためにきびしさを

もった人間関係が必要である。

・  むだ話をなくすため,相互作用をさ

せる時の約束や,話 し合いのきまりが
‐

徹底 されるべきである。

・  課題の難 易にもよるが,時間はみ

じかくはやくしてむだ話の余裕を与え

ない。

・  誤答も学級の宝だ。

≪研究例と問題点≫



・  OHPを 使った授業実践

(→ 適切な討議資料の提示

(イ)効果的な発表のための資料

(ウ)板書時間を短縮する資料

(→ 講明の道具としての資料

(→ 復習時間の短縮の資料

(力)OHPの 特性を生かした実験

・  問題点

OHPに よる授業は,直感的に「 わ

かった」と思い込みやすく思考がはた

らかない場合がある。真の知識として,

定着させるためには,どのような指導

のてだてをすればよいか。

5。 今 後の 問 題 点

学習を一層効率的に発展させるには,学

習過程の研究を進めると同時に,学校生活

のすべてにわたって統合化をめざし実践さ

れなければならない。従って問題点も多面

にわたって提起 される。はじめに述べたよ

うに研究 9年目ともなると,誰 しも高い次

元への深まりを感じとるであろう:びがし

ながら4月 の定期異動のたびに,教員構成

も大 きく変化した。そこで原点にかえって

の問題が多 く,教師のバズ学習に対する体

制づくりから再出発しなければならない。

(1)授 業の中か ら

・  話 し合いの中味を深めるためにどうし

たらよいか。

, 1時間の授業の中でのバズ活動の位置

づけё

・  バズ学習入門期における具体的指導プ

ログラム。

・  1時間の授業の中でどのように即時評

価を組み入れていくべきか6

・  班内での能力差の問題。

・  無駄話,依頼心, きびしさの問題。

・  生活経験に根ざしたわか り易い課題に

つぃては生 き生 きするが,本質にせまる

段階でつまづきをみる。

● わかったような気がする,実際にわか

ったかわからないかを発見し,意欲化を

はかるにはどうしたらよいか。

4

・  学習結果の評価が次への意欲につなが

る評価はどうしたらよいか。

(2)学級会活動か ら

・  効果的な班編成。

・  約束ごとが守れない生徒の指導。

・  話 し合いを行動に移すには。

(3)短学活か ら

・  班長指導が徹底 されていない。

● チャィムの合図で活動が開始 されない。

・  短学活における生活バズの位置づけと

短学活と家庭生活とのつながり。

(4)特殊教育

・  根気がなく自己中心的な生徒に,パズ

学習を通 して社会性 をどのように身につ

けさせるか。

(5)そ の他

・  バズ学習と生活バズをどのようにかね

合わせていくべ きか。

・  バズ学習といえば,何んでも話し合 う

かのように錯覚されている。

6.おわ りに

すべてのこどもを学習に参加 させよくわ

からせるための研究へふみ切ったのである

が,よ い学習というものは,

第 1に ,授業へ参加 させることである。

そのためには意欲づけが問題となる。

第 2に , 日標にせまる課題と評価を考え

る必要がある。更に1時間の授業の流れに

おける課題は,教材研究と教材の精選から

生まれるものである。

第 3に態度づ くりである。

バズ学習は認知と態度の両輪ですすめら

れるものであるが「態度」の面は学習の場

のみで形成されるものではなく,生活のあ

らゆる場で生徒は身につけていくのである。

その中には,望ましい態度の促進にマイナ

スの要因となるものも多くある。このマイ

ナスを除かなければならない。

私たち全教師がバズ学習の基盤に対して

の共通理解を持って,こ れまで蓄積されて

きた理論と実践をふまえ,理論のみにとど

まらず強力な実践を続けたい。



l 合 理的 な実 証 授業の 体験 と

そ の後

昨年度 (昭稀 48年度)は第 6巨全国バズ学

習研究大会が私どもの学校を会場で行われる

こ軽う機会に恵崚れること色に、今一つ名古

屋大学のご指導による合理的な実証授業ryO研

究を行 うことができた。

これらの体験は、パズ学習の研究結果を整

理 転 バズ学習を行 うことによって得 られる

効果亀 また、バズ学習が つ壌く行かない場

合の軽ろ鞣る0原理や対策といったことの反

省 と棒う両面につ移て極めて深 く考察するこ

との曲来る機会であった。

しか し、
二面 このような大推[ク の実証、条

件脅整理 しての研究 t/F■ 平素の私どもの地方の

学校では容易になし得ることではな軽。これ

は何 らかの方法で、私どもの平素の体lllの 中

で研究 と実証を可能にしなければならないと

前記の大会修了後、私ど色の間でひそかに考

えられて砕たことをのである。

年度の変わりに よって二つの事態が生 じた。

それは、一つは人事異動により職員の更迭が

あって新 しい職員メンノそ―を迎え、「 バズ学

習とは何 か」 とい う新 しい説明が必要になり

次に新年度には、本年 11月 に県国語教育研究

発表大会 を私どもの学校で開催 し、本校 の授

業 を公開 し、特にバズ学習の成果についても

発表 なしなくては潅 らないと棒 うことになっ

た ということで ぁる。

この ような二つの事情は当然私どもが一応

マス ター したと考 えるパズ学習について、一

つ ll■ 本校の新 し榛職員によ勢力強 く説明する

必要があったとともに、国語指導 とい う限 ら

れた部門の中で暮吟味 颯 県内多数の国語を

プロバーとする人たちの優請 にも応えたいと

考え九わけである。

麓 バ ズ学 雪 の 再 認 識 と私 の 仮 説

新 しく本校に迎えた国僚やその後の近鉾の

学校でのパズ学習の受止め方驚ただ してみる

とさまざ唆な:::!lit解 があ jl::〉 ようにノ穏
'オ

l:;ン
】]レ t́″ た。

この追とは、私 どもの学校で も聡 もすれば

踏 み譲 るがそれのあること蔵ので ある。

即 ちパズ学習とは、 話し合

'こ
と十~それ

密学習の過程の中に折込めば よいと安直に考
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え 毎れることであった。 このことは、 どの学

校で 亀最近 よく見かける組とであり、 これは

あ議があ全面的に否定すべきことではないと

考え 各れるが、若 じ一方法 として安易にバズ

が行われて軽るとすれば、その教 elrFの 学習指

導は必ず全体が安易に流れるとねつか、終 り

には学習指導その ものに行詰 りが来るのでは

な操かと予想されるのである。

そ こで私は、私な りの考えと立場でこれ勁ヽ

も行 う私のパズ学習に次の様 な仮説を立てて

みたのである。

(1)学習課題の想宝

サ。 教材稜文化灼 e無饉飾立場から震 え題

材観として政とめて見る。さらに子ども

の立場で、その発達 を動習の経験の想定

により眺めてみる。 また指導の方法上、

難易 e llE序 など考えて見る。

以上の三つか ら課題の構想脅想定 し、

さらにこれ らを分析 して分析課題を作る。

イ。 子どもとともに学習の見通 しを行 う。

ウ季 個人学習め手がか りを与え、時間毎に

も個人息考の時間をつ くる。

ェ。 グル轟プ学5にはめめて 。方法を17rlっ

き勢させて行わせ る。 (グ ループバズ)

オ曖 全体バズーー学級全体の学習 として行

つ。

力ξ 唆とめ 一一 学習の補足 ,修正 。一般化

確認⑭操作警行移、必ず次時の予濃jを さ

せる。

以上鐘極めて普通の過程であるがく 日糞④

実験になるこ教材によって、児童の状況 によ

るて種 々考えき感 われる迅とち多移。

な 実 颯 上 鼈 聞 題 点

(1)1攣膏課鶯はどんな |こ 務で作られるのか

学習の全過程か ら見て、好疲しれ課題が作

られてれるかどうかは、子どもにとっても教

師にとって も極めて重要なことである。また

時間ごとにその日のめあてが示 されることも

生 き生 きとした学習をさせる基本的な条件の

一 つであり、子どもが主体的に取 夕組む上で

の必要条件で もあろ う。

o 指導計画上の課題

私はこれを次のような観点から作ることに

している。先ず確かを教材観を持つことであ

る。それには教材の系統性を抑えることと、

その系統的内容が、子どもの発達 と生活的な

既往の経験か らどの ように位置づけたらよい

か、 と軽うことであふ。その二つの立場を統

合 したものから一一 通の教材では何 をつかま

せるのか密 しぼ る一一それを確かにつかむこ

とが教師 として持 つべき最大の課題であろ う

と思 う。私ど もの学校 ではこうして教師が求

めた課題を大課題 と呼んでねるが、 これが分

析 されてい 〈つかの分節課題がで き、指導 と

い う考 えに立って構造化された ものを指導計

画 と考え てい る。

指導計画は、 やがて具体的な指導、特に最

初 に行 う「 学習の見通 し」の時間で子 どもの

「 学習計画」に変 わる。昨年度 錢 証授業に

於 ねて も実証 さ級 が本年度の 5年生の場合、

課題に対する態度が 86.3%と 課題意識はか

な り高 く満足すべ き結果を見たのであるもこ

れはあくまで、教師 の指導によって「 子ども

の見つけた課制 になることが望ましねわけ

で ある。

(2)個期 考畿深めさせる助言

パズ学習の基礎となるものは個人学習であ

るふパズ学習の一般的な過程として必ず個人

思考、グループ患考、全体思考の3段階を経

… 2-



ることにして穆るが、最初鍮段階の個人思考

が どの子だ ら能 力に合い、学習態度の出来 e

不 懇来にかかわらず、なされて椰ると機 シ遼

とは、全学級 の学習懃成功 させるかどうか0

鍵 であろう。それには個人で考える機会 をヒ

ン ト等が、適宣に与え られなければならな軽

が、私鐘学習の終了前に次の課題への構える

べ き、子ども由もの予習的学習の案内、 また

帰 酔の会を澪J覇 して、家庭学習へのヒントを

与 える。授業 の最初に個人学習を持つ時は、

「 予想の立て方麗 釘見通 しの吟味』 とい う彫

で個人穏考の手がか 惨脅与える。 もちるん個

人学習に入った時 は、自ら自分の力の張 勢を

つ くし、ねぱ り強 くやる態度 は大切 である。

夕」えば 0年生 の比夕い 問題に於いて、「 この

地夕Jの 学習を進めるとどんなことがわかるの

だろうか遭 と言 つ。学習 への期待を もたしき、

課題である「 蓬。 父 と子の年余表 と 認。 ま

槽 に入る水の量 と時間の表を比べてそのちが

構を考えようJ藍 示 臥 個麟 習をさせるが、

比べる、変イなのちが続等鎮視″hな か棒て学習

することになる。あるグループのU児 とM児

の場合、 F増える」 として棒ても「 増え方に

つ搾ての見方が異質である場合 など、個入学

習 の段階では大切 に育て、やがてグルー凡穏

考 を高めるための、素素 とするわけである。

(3)グルー~ri懸
毒の活発亀

彊人によりで確かに得 られ危 ものは、未熟

であったシ、問題点が多棒 と搾|こ とを「 パ

ズ学習の常識 Jと して子 ど亀た 'ら に嚢覧さを

る。このことも、パズ学習のJII練 であるΦ訂

だ からバズをすふのだ』 と掛 ,構えがでてく

るのである。唆たバズ鋒入る前に時には、 最

～ 自分の流繁によって自分の考えを整えてか

う始めるの も実に大規なことである。バズが

稀 もすると、安易な輪番式の発言になり、形

式的になった り、討議がをされないことが多

いが、それではパズではない。正 しくバズを

行 つためには、 グループ全員が自分の考え と

他の人との違いを敏感に見い出す努カーニて

終始すると榛 う態度が必要である。パズの中

味 を見てねるとM児は、 1と 2の表の増え方

の違いを指緯 しているのに対 し、 U児は増え

る ことのみを見て正比夕Jだ と述べている。 こ

の二つの考え方のちがいを、グループの他児

が発見し、「 どうふぇているのか、差はどう

か、時間の変化で水がどうなのか」 まで話 し

合 うことができた。また5年生の「 野菜サ ラ

ダの材料のまぜ方」に於いて、 2つの量の多

少 を比較する時、差で考えている子 どもと、

比 の考えで とらえてれる子 どもとが あり、グ

ループでは両方とも正 しいと見ているが、 ど

ち らがよりよいのかということになると、 グ

ループでは、そこまで解決で きない。そこで

全体バズで発表 し、修正 され、 ならとくのい

く説明をきいたり討議することになる。ただ

グループバズが、機械的に行われていると、

いろいろの異る意見が、はっきりされなかっ

た り、 唆た違ね等の取 り扱 ねがぞん ざいにな

る恐れが少 なくない。私どもがバズ学習をと

り上げてれるのは、特に小 さくても、異 った

意見を見つけるとつ、 唆違った考え につねて

は、 どこで唆違 らているのかを見つけること

が大事であり、相手の立場を尊重 しなが ら、

小 ぎな細かいことに着眼で きるグループに育

てたいと考えるものである。

(4)全 体 愚 考

グル∵プバズに於あて、 自分の考えが認め

うれなかった子や、問題点 として未解決にな

ってねる グループでは、 全体思考の場で、

=弱 ―



各 グループか ら活発な意見が出されて、総括

的に検討されると、 U児 。M児の場合に於い

て も、 自分の考えのどこが正 しくて、 どこが

誤 っているのかを見つけ出すことになる。学

級全員が、 自分の考え、 グループでの話が、

全体での広い場での討議では じめて具体的な

問題の解決を知 ることになる。そ こにその時

間での学習の山場を体験するわけである。そ

してこの流れの中で、横につながる強いきず

なとなる人 FB5関係を知 夕深めてい くのである

が、それは常に、「 わか らない時はみんなに

たずねるJ「人からたずね られた ら親切に答

える」その二つの基本姿勢が全員にみなぎっ

ていなければならないのである。

(5)学 習 の確 認

これは教師の重要な役害Jで ある。修正 .補

足 。まとめ 。一般化一 即ち確認のことであ

る。また特に学習収得下位群に対する教師の

細 かい配慮 も必要であるし、今一つ次時への

予演Jも 考えておかねば ならない。 これらのこ

とは3。 4分程度のことであるが、短い言葉

で多 くの内容を表現 し一― 各人の個入学習の

誘国となることを心がけなければ ならない。

4わ れ オЭれ の 授 業 実 証

昨年度私 どもの学校では、実に合理的な、

しか もか漱 り大がかりな授業の実証的研究の

経験を持つことができたがこれは、効果的な

学習指導 として、共通的原理を具体的に見い

出す方法 として、実によ棒研究だと考えてい

る。 しかしこれは平常の態制の中で こそ考慮

され工夫 される必要があると思われるので、

以下の諸点についてのみ重点的に確認 して実

証 し、研究を進めたいと考えて榛る。

(量)会絞隋な薇業爽証

指導計画案の共同作成

特に課題作製には十分な検討を行 う。

指導過程に留意 し、器機翁導入ゝ学習の重

要ポイントの確認 を動場の予想、事前予備

授業 と検討 (1司 学年他学級にて)

授業観察及び記録の分担

児童調査 として、参加度 。満足度 の調査、

事前事後 のテス ≫及び撥 テス ト。

授業分析結果の研究協議会 を持つ。

(2)攀年及び自己学級では

子どもは課題を十分は握 じ意識づけ られた

つヽ。

学習 の見通 しは得 られたか。

個八学習〔個人悪考)は十分なされていた

か 。

バズは効果的であったか。(即時評価 )

子どもの個人発言、 グルー プ内発言、全体

パズ発言の変化 (ノ ー トの記録 も)を 観察

(抽 出して≫する。

子どもの自己評価の言己録をさせる。

課長甕J諄辱決の予想、個ノヘぎ電な習のできく
｀
どうい、

バズでの話し合幹程度、全体パズヘの参

加、最後に理解 できたか、今の学習につ

いての反省等記入

これらの研究実践の結果は、再び詳述 しなlFl

ればならないと考える。
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